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【序章：絶交宣言】








　ずっと耳に張りついている声がある。

　──聖女様。フレデリク様は私の婚約者です。

　だから、どんなに望んでも、あの人は私のものにはならないの……。







「ヘイディア様。本当にこちらからご出発されるのですか？」

　ガルモント国の首都を西に臨む霊峰の中腹に、大地の女神マザームを祀る神殿の総本部がある。白亜に輝く美しくも厳かな神殿の正門ではなく、普段神官たちが使う出入り口にヘイディアは立っていた。

　神官たちはみな白いローブを身に纏っている。ヘイディアも昨日までは同じものを着用していた。それが、神殿に仕える者の決まりだからだ。

　だが今日は白いローブではなく、華やかな若草色のロングワンピースを着ている。フリルとリボンがあしらわれた上品な風合いが可愛い。ヘイディアの肩下で揺れる薄茶色の髪と同じ色の瞳、十九歳と言わなければ三歳は若く見られる童顔にもよく似合っていた。

「神官長様、わざわざお見送りくださりありがとうございます」

「ヘイディア様は、長きにわたりこの国に尽くしてくださいました。本来ならば神殿を挙げて新たな門出をお祝いするにふさわしいお方です。本当にこのようなお見送りでよろしいのですか？」

　心苦しそうな神官長に、ヘイディアは努めて「はい！」と元気よく返事をした。

「皆様のお気持ちは、もう十分すぎるほどいただきましたもの。今の私は、聖女の実績があるだけの一平民です。お気遣いは無用ですわ。それに、こんなにも素敵な洋服をいただけたんですもの。これ以上を望めば女神様に怒られてしまいます」

　ふふっと笑い、ヘイディアはワンピースと揃いのつばの大きな帽子を整え直した。

　今日、ヘイディアは十年間暮らした神殿を離れる。

　出ていくヘイディアの見送りに来ているのは神官長と、ヘイディアと親交のあった神官が数名だけ。

　歴代最強と謳われた聖女の退陣にしてはあまりにも寂しい見送りに、神官長は心を痛めているのだ。

「どうですか？」

　ヘイディアはくるりとみんなの前で身をひるがえして見せた。

「とてもよくお似合いです」

　心なしか、神官長の声が掠れていた。

「ありがとうございます！」

　ひ孫がいてもおかしくない年齢の神官長は、ヘイディアが知る限り常に眉間に皺を寄せ、唇を真一文字に結んでいる人だった。

　口を開くときは聖女としての心構えと小言しか言わないやや難儀な老人からの贈り物であるワンピースが、快晴の空の青によく映える。

　これを昨夜、神官長自らが持ってきたときは、本当にあの堅物親父が選んだのかと目を疑ったくらいだ。

　そんな神官長は、目を真っ赤にさせ、唇をわななかせている。

　彼にとって、ヘイディアの退陣は納得のいくものではないのだろう。

「誰がなんと言おうと、ヘイディア様は私が知る最高の聖女であられました」

　これからは、声をかけることすらできない遠い人になってしまう神官長の言葉が、胸に染みる。聖女としては至らなくとも、そんなヘイディアを認めてくれていた人も確かにいたのだと思えば、感慨深い気持ちになった。

（ありがとうございます、神官長様）

　十年間、聖女として過ごした時間は楽しいことばかりではなかったが、これで終わりなのだと思うと寂しくさえ思えるから不思議だ。

　だが、これでいい。

　旅立ちを決めたのは、ヘイディアの意志だ。

「それでは皆様、お元気で！」

　荷物が入った鞄を手に、ヘイディアは笑顔で別れを告げた。

（さぁ、どこへ行こうかしら！）

　国外へ出るという大まかな目的はあるが、行きたい場所は決めていない。旅をしながらこの先の人生を見つけていくつもりだ。

　幸い、国から聖女を勤め上げたことへの報奨金がたんまりと出た。

　一生を遊んで暮らしても使い切れないほどの財産があれば、それこそ無人島だろうと新しく人生を始めることができる。

　もう日の出前に起床し、冷たい水で禊ぎをすることも、食事に気を使うこともしなくていい。好きな時間に寝起きし、好きなものが食べられるのだ。

　何にも、誰にでも縛られることがない自由に足取りも軽い。

「ラララ・ラ～」

　鼻歌を口ずさみながら、またくるりと身をひるがえしたときだ。

「あっ！」

　風が吹いて、帽子が浚われた。晴天に若草色の円盤が飛んでいく。

「待って！」

　とっさに手を伸ばすも、あと一歩及ばない。

　慌てて駆け出し、もう一度手を伸ばした次の瞬間。

「ヘイディ、止まれっ！」

「え──？」

　誰かの声が響き、直後ヘイディアの足が空をかいた。

「う……わっ！」

　勢い余って石階段の最上階から身を投げ出したヘイディアが宙へと放り出される。そんなヘイディア目がけて猛進してくる男がいた。

　昔のままの美しい金色の髪をした美青年が仰天した表情で両手を差し出している。




　──なんでフレデリク？




「ヘイディ!!」

　直後、一直線にフレデリクに飛び込む格好で抱きとめられる。

　ふわりと香った匂いは、ヘイディアが覚えているものとは違うもの。

　フレデリクは器用に半回転して勢いを消すと、「あぁ、嘘だろ」とぼやいた。

　抱きついている体格も、声のトーンも、違う。

　けれど、ヘイディアを「ヘイディ」と呼ぶ美青年は、知り合いで一人しかいない。

「──なんでラフル？」

　ヘイディアの呟きに、フレデリクが顔を上げた。

　十年ぶりに見ても綺麗な顔だ。

　フレデリク・ラフル・ヴァルカ。今は彼の父から爵位を受け継ぎヴァルカ辺境伯を名乗っている。

　ヘイディアより六歳年上の幼馴染みで、乳兄弟同然に育った貴族だ。

　額が触れ合うほどの至近距離で見る彼は、昔よりもさらに美貌が研磨されていた。

　北の地ヴァルカ辺境伯領の冬の湖に張る氷みたいに青く美しいアイスブルーの瞳に、知的な目元、すっと伸びた鼻筋は触れてしまいたくなるほど綺麗で、形のいい唇は今は少しだけ乱れた呼吸を繰り返している。

　思わず両手でフレデリクの顔に触れた。目や頬、唇を指でなぞり、「本物？」と問いかける。

　ヘイディアがまじまじと成長したフレデリクを見つめていると、彼もまたヘイディアを食い入るように見た。

　それから、ほっと息を吐いてヘイディアを抱える腕に力を込めた。

「おてんばは相変わらずだな。空から降ってくるなよ」

　天使かと思うだろ、と告げて、ヘイディアを抱きしめたままくすくすと笑い出す。

　フレデリクが笑う振動で、彼の金色の髪がさわさわと顔に当たってこそばゆい。手で払った金色の髪は柔らかく、後ろに撫でつけたことで露わになった美貌の迫力は圧巻だ。この至近距離でも見つめていられる美しさを持つ人など、どれくらいいるだろう。

　フレデリクが綺麗な目を細めて「何？」と微笑んだ。

「うわ……、本当に本物だ……」

「偽物のわけないだろ」

　屈託なく笑うフレデリクが、すりっと手に顔をすり寄せてきた。獣が甘える仕草を真似る彼に、不覚にも鼓動が高鳴る。伏し目がちなまなざしが一瞬、蠱惑的になったように見えたのは気のせいだろうか。

　会わないうちにすっかり大人になったフレデリクに、どきどきが止まらない。

（どうしてここにいるの？）

　ヘイディアが今日、神殿を去ることは限られた者しか知らない事実だ。

　聖女ではなくなったとはいえ、聖女だったヘイディアを悪用しようとする者たちからの危険を回避するべきだという国の意向だったはず。

　それは、幼馴染みであろうと例外ではない。

「おかえり、ヘイディ。会いたかった」

　すっぽりと彼の腕の中に収まってしまう痩躯を、フレデリクは宝物みたいに抱きしめている。

　そんなわけないのに。

　かつて、ヘイディアも彼の美貌に魅了されていた。

　フレデリクと交わした約束が、自分たちの未来なのだと信じていた時期もあった。

（でも、全部昔のことよ）

　今、彼に感じているときめきは、綺麗な異性とのふれ合いに心が驚いているだけだ。

　ヘイディアはぐいっと腕を突っ張り、フレデリクから身を起こした。

「ヘイディ？」

　やめて、私を愛称で呼ばないで。

　キッと視線を強め、まっすぐフレデリクを見据える。

「私、あなたとは絶交するわ」

　声高々に、絶交宣言をした。

　そんなヘイディアたちの背後で、飛んでいった帽子がぽとりと地面に落ちた。







【第一章：たらしの本領発揮】








「ちょっ、ちょっと！　何するのっ!?」

　ヘイディアは一度も地面に足を着けることなく、フレデリクに抱きかかえられたまま、ヴァルカ辺境伯の紋章が入った漆黒の馬車に放り込まれた。

　クッションがいくつも置かれた車内は、さすが辺境伯所有の馬車というだけあり、座り心地がいい。

「ラフル」

「へ？」

　隣を陣取ったフレデリクが、ぶっきらぼうに言った。

「俺の呼び名、忘れた？」

「今はそんなことどうでもよくてっ、状況の説明を。とにかく出して！」

「そうだな。──出せ」

　こんこんと壁を叩いて、フレデリクが御者に出発の合図を送る。

「誰も馬車を出せとは言ってないわ。私を降ろしてと言ったのっ」

「なんで？」

「え……なんでって。って、近いわ！」

　くっつきかける顔と顔との間に手を差し込み、フレデリクの顔を押しやった。

「ちょっと会わない間に距離感おかしくなったんじゃない？」

　フレデリクが異性に対し、距離感馬鹿になった理由をヘイディアは知っている。

　たらしのフレデリク。

　十年でろくでなしになった幼馴染みを、ヘイディアは呆れ顔で見遣った。

「まさか、ヘイディとは昔からこの距離感だっただろ」

「ちーがーいーまーす！」

　思わず、クッションを一つ掴み、ヘイディアたちの間にねじ込んだ。

「これがくしゃってなる距離までは近づいてはいけません」

「断る」

　そう言うなり、フレデリクがクッションを放り投げた。

「あっ！　もう──」

「そんなことより、さっきのアレはどういうこと？」

　フレデリクがすり寄ってきた分だけ、ヘイディアは反対側へ逃げた。だが、ここは狭い車内だ。あっという間に壁に追い詰められ、挙げ句、顔の両脇にフレデリクが手をついてくるものだから、完全に逃げ場を失った。

「あ、あれって？」

　彼から発せられる威圧感に、声が上ずってしまう。

「絶交だよ。本気じゃないだろう」

「もちろん──本気よ」

　負けじと睨みつければ、「なんで？」とぶっきらぼうな声が返ってきた。

「それはあなた自身が一番よく知っていることじゃない。たらしのフレデリク様。噂が神殿にまで届いてたわ。婚約者を放り出してまで遊びほうけるなんて最低ね！」

　いつか言ってやらねばと思っていた。

　ようやく苦言を呈することができた達成感に、ヘイディアはどうだと言わんばかりの顔で、面食らった表情のフレデリクを見た。

「──へぇ」

　地を這うような低い声が車内に響くと、車内の雰囲気に緊張が走った。口元には微笑を浮かべているが、すうっと細められた目元は微塵も笑っていない。

　ゆっくりとフレデリクの顔が近づいてくる。

「心外だな。こんなにヘイディを愛してる俺が最低？」

　不穏な気配に、ヘイディアはごくりと息を呑んだ。

　顔にかかる息すら恐ろしい。

「な、何よ。本当のことじゃない！　あなたが令嬢に囲まれて満更でもない顔してたのだって知ってるのよ！　ちゃんと見てたんだからっ」

　殺伐とした空気が、ちりちりと肌を刺した。

　ヘイディアは聖女として活動するかたわら、民の相談を聞く役も担っていた。通常、懺悔室を使うのだが、ヘイディアの場合は少し様相が違っていて、とある令嬢がヘイディアを指定して悩みを相談しに来ていたのだ。

　彼女は神殿に多額の寄付をしているカンナス侯爵家令嬢で、名をトゥーリアと言った。

　トゥーリアはヘイディアとは根本からすべてが違った。

　お人形さながらの造形の美しさに、魅力的な銀色の髪色、華奢でありながらも女性的な柔らかな曲線美と、鈴の音みたいな声音は優しく耳に響く。愛らしいという言葉は彼女のためにあるのだとすら思った。

　トゥーリアは、フレデリクとは婚約を約束する仲であること、フレデリクの女遊びを容認できない自分のふがいなさをよく嘆いていた。

『フレデリク様は私を愛しているとおっしゃってくれるわ。でも、同じ事を他の女性にも囁いているの。あの方にとって愛は雪よりも軽く儚いものなのね』

　はらはらと涙を流す様子さえ、彼女は美しかった。

　最初は、ヘイディアも彼女の話を信じなかった。

　なぜなら十年前、ヘイディアが聖女になると決めたとき、彼からプロポーズをされたことがあるからだ。

『聖女なんかになるな。俺と結婚しよう！』

　ヘイディアが知るフレデリクは、女を手玉に取るようなろくでなしではない。たまに意地悪で強引なところもあったが、誠実で優しい人だ。

　だが、時間が流れればその分だけ人も変わる。

　成長したフレデリクが、ヘイディアの知る彼ではないと思い知らされたのは、年に一度開かれる建国祭のパーティーで彼が令嬢たちに囲まれている姿を見たときだった。

　彼の隣に並んで立っていたのはトゥーリアだ。

　金と銀の髪をした二人が並んで立つ姿は、会場でも目立っていた。トゥーリアをエスコートしながら、フレデリクは令嬢たちとも談笑している。ヘイディアが見たことのない綺麗な微笑を浮かべていた。




　当時のことを思い出すと、まだ心が痛む。

　それでも意地だけで視線を外さずにいれば、フレデリクがゆっくりと身体を起こした。だが、アイスブルーの瞳は、氷よりも冷たい。彼がこんな顔をするときは、たいがい不機嫌なときだ。

「お……怒ったの？」

　おそるおそる問いかけるも、返事はなかった。

　自分でけしかけておきながら、間抜けな質問だと思う。出会い頭に絶交宣言をされただけでなく、最低とまで罵られて面白いはずがない。

（でも、全部本当のことじゃない）

　なぜ、彼はヘイディアの前に現れたのだろう。

　ちらりとフレデリクをうかがい見た。

　完璧な曲線を描く顔は、見惚れるほど美しい。昔から綺麗な少年だったが、年を経て美しさに鋭さも加わった気がする。

　もし、フレデリクが現れなければ、ヘイディアは誰にも会わずに国を出ていた。

　ヘイディアの両親は、すでにこの世にいない。聖女として巡行の最中だったヘイディアは両親の死に立ち会うことは叶わなかった。神官長の話では家はそのままにしているということだったが、ヴァルカ辺境伯領にある生家に戻れば、フレデリクと遭遇してしまう機会があるかもしれない。

　だから、会わずに行こうと思っていたのに。

「どこへ向かっているの？　私、行きたいところがあるからそろそろ降ろしてほし──」

「却下だ」

　憮然とした口調で、きっぱりとヘイディアの要求を拒絶した彼には、とりつく島もない。

「だったら、せめてもう少し離れて」

　この体勢のままいられると、心が持たない。

「逃げるなよ」

「この状況で、どうやって逃げ出せるというのよ」

　馬車は外からしか開かないのだ。

　呆れると、フレデリクがようやく体勢を戻してくれた。「逃がさない」という言葉どおり、手を繋がれる。指と指を絡め合わされ、ぎゅっと握りしめられた。

　恋人同士がする繋ぎ方に目を見張れば、フレデリクが手の甲に口づけを落とした。

「な──」

　わずかに細められた瞳が妙に色っぽく見えて、思わず視線を下げる。

　なんて顔をするようになったの。

　あれが令嬢を誑かすときの手管なのだろうか。

　そんなものにあっさりとときめく自分も最低だが、婚約を勝手に反故にしておきながら色仕掛けをしてくるフレデリクはもっと最低だ。

　いっそのこと繋いだ手を振り払ってやりたい。

　何度か手を振ってみたけれど、繋ぐ手の力強さに負けた。ヘイディアはぷいと窓の方を向くことで抗う姿勢を見せた。

　かくして、ヘイディアは荷馬車に乗せられ売られていく牛さながら、フレデリクに拉致されたのだ。







「着いたぞ」

　フレデリクの声に、ほっと胸をなで下ろした。

　やっとこの苦痛から解放される。

　どこに到着したかは知らないが、とにかく最悪の状況から逃げ出すことが先決だ。

　そう思った矢先。

「な、なんでよっ！」

　またしても、フレデリクに抱き上げられた。

「捕まえておかないと逃げるだろ」

　だからと言って抱える必要があるのか。せめて手を繋ぐとかでいい気がする。

　だが、ぞっとするような艶麗な微笑が、標的を定めた捕食者の微笑に見えると、そんなことも言えなかった。

（駄目、怖すぎる）

「お帰りなさいませ、フレデリク様」

　馬車を出迎えたのは、ヴァルカ辺境伯家の家令ダントンだ。

（あぁ、戻ってきちゃった）

　立ち入るまいと思っていた場所なのに、ひと目楽しい思い出が詰まったヴァルカ辺境伯家の優雅で豪壮な構えの佇まいを見たとたんに、一気に懐かしさがこみ上げてくる。

　出迎える人たちも見知った顔が何人もいた。

（ダントン、トッド、それにタイラーもいる）

　ダントンのぴんと伸びた背筋は十年前と微塵も変わっていない。やや白さが目立つようになった髪を綺麗に後ろに撫でつけ、完璧な礼を取った。

　昔はフレデリクと一緒にいたずらをしては、よく彼に怒られた。今となっては大切な思い出の一つだが、今は感傷に浸っている場合ではない。

「ダントン、助けて！　ラフルがおかしいのっ」

「ヘイディア様、お帰りをお待ちしておりました。聖女としてのお勤め、お疲れ様でございます。後ほど、改めてご使用人一同よりご挨拶をさせていただきたく存じます」

「そんなことはいいから、早く──」

「ダントン、誰も部屋に近づけさせるな」

　だが、ヘイディアの言葉を遮って、フレデリクが命令を出した。

「かしこまりました」

「えっ!?　ダントン、嫌よ。頷かないでっ！　私殺されちゃうかもしれないのにっ」

「失敬な、殺すわけないだろ」

　フレデリクがわずかに眉を寄せた。

「でも、何かするのは決まっているのね！　あなたがそんな顔してるときは、ろくなことがないの知ってるんだから!!」

　フレデリクはその見た目からは想像できないほど、怒ると怖い。口元にだけ笑みを浮かべ、淡々とヘイディアを言葉で追い詰めてくる。容赦ない攻め方を思い出して、ヘイディアは身震いした。

　四肢をばたつかせながらもがくも、ヘイディアを抱える腕はびくともしない。

　大股で闊歩するフレデリクに、使用人たちがドミノ倒しみたいに頭を下げていく。

「するのは、いいことだけだ」

「それを信じろとっ!?」

　目を剥けば、ピタリとフレデリクが足を止めた。

「嘘、泣かせるな」

　その直後、蹴飛ばすように扉が開いた。

「きゃあっ」

　やっと彼の腕から解放されたと思いきや、ベッドの上に落とされた。ちょうどいい柔らかさにわずかに身体が跳ねる。誰の寝室なのか。天蓋がついた豪奢なベッドにフレデリクも乗り上げてくる。背中いっぱいに感じる柔らかさに上手くバランスが取れない。もたもたしているうちに、フレデリクが覆い被さってきた。

「な、何──？」

「わからない？」

　鼻先がぶつかる距離で見つめてくる迫力ある美貌に、こくりと息を呑む。

　再会してから、どうにもフレデリクとの物理的な距離感がおかしい。どうしてこんなにも顔を近づけて話す必要があるのだろう。

　しみ一つない艶やかな肌が心底羨ましい。

　綺麗な形の唇が「教えてあげようか」と囁いた。

　容姿が完璧なら、声まで美しいものなのか。

　ずくりと腰骨を疼かせる色っぽい声に、心臓が今にも口から飛び出しそうだ。

「い、いえ……、今度にしてもらおう……かなっ」

　わざと明るく言って、やんわりとフレデリクを押しやり顔を背ける。美貌からの圧がすごくて直視できない。

「今だ」

「──ッ」

　顎を掴まれ、無理やり視線を合わせさせられた。吸い込まれそうなアイスブルーの瞳におどおどした顔の自分が映っている。

「な、何？　ラフル、やめて。怖い」

「怖くないよ」

　たまらず悲鳴を上げるが、少し柔らかくなった口調で間髪容れず撥ねのけられた。

　こんな顔をするフレデリクなんて知らない。

　氷よりも澄んだアイスブルーの瞳は、今は煙るように色濃くなり、頬にかかる息も厚い。美貌に浮かぶ表情は、取り澄ました辺境伯のものではなく、情欲に駆られた男の顔をしていた。

　彼が何をしようとしているのかが想像できるからこそ、止めなければと必死になった。

「ラフル、冗談はやめてっ」

　フレデリクは女なら誰でもいいのかもしれないが、ヘイディアは違う。

　どうして、なし崩し的に純潔を奪われなければならないのか。

（私が何をしたというの？）

『フレデリク様の婚約者は私なの』

　トゥーリアの声が、脳裏に浮かんだ。

　もうフレデリクはヘイディアに求婚してくれた頃の彼ではない。十年経って、知らない人になったのだ。

　悔しいのに、覆い被さるフレデリクの大きさが怖くて、涙まで滲んできた。

「早速泣くのか」

　含み笑う声は、満更でもないと言わんばかりだ。その直後、頬に柔らかいものが当たった。

「ひゃう！」

「口づけるだけでそんな可愛い声出ちゃうんだ」

「な、なんで……」

「可愛いから。ヘイディ、口開けて。ちゃんとしよう」

「はっ!?」

「ほら、あ～ん」

　ぱかっと口を開けて、フレデリクが近づいてくる。

　フレデリクの考えていることがまったく理解できない。

「ま、待って」

「待たない」

　食べられる。

　とっさに目を瞑った直後、下唇を食べられた。

「──ッ！」

　本当に口づけられた。

　正確には下唇を食まれたのだが、唇が合わさったのならこれは接吻だ。

「……柔らか」

　うっとりした口調でフレデリクが呟いた。感触を確かめるように、何度も啄むように口づけられる。

「ヘイディ、唇開けて。中も食べたい」

　頑なに唇を閉じながら「できない」と首を横に振った。

「なんで？」

　唇の上で囁く艶めいた声が、理由を知りたがる。

　そんなの聞かなくても知っているくせに。

　恨めしげに睨みつければ、「可愛い」とフレデリクがアイスブルーの瞳を細めた。美貌がとろりと溶けていくような微笑の艶やかさにくらくらする。

「ヘイディのその強気な視線がたまらない。睨まれるだけでイきそう」

「い、いくって、どこへ??」

　上ずった声に、フレデリクが目を丸くさせる。そして、心底嬉しそうに破顔した。

「なぁんにも知らなくていいよ。全部俺が教えてあげる」

「冗談。どうしてあなたなんかにっ、お断りよ！」

　両手を突っぱねれば、「それこそ冗談だろ」と容易くフレデリクに腕を取られた。片方の手を彼の股間へ押し当てられる。熱い塊の感触に、ヘイディアは「ひっ」とすくみ上がった。

「ヘイディに触れてるだけで、こんなに硬くなる。イくって言うのは、性的な興奮が最高潮になると、ここから子種を吐き出すことを言うんだ。でも、そんなもったいないことはしない。全部ヘイディの中に注ぐよ」

　あけすけな言葉に、顔が熱くなった。

　つまり、フレデリクはヘイディアを抱くと宣言しているのだ。

「嘘よね……？」

「ヘイディは冗談でこんなことができるのか？」

　そう問いかけながらも、フレデリクがヘイディアの手に腰をこすりつけてくる。未知の感覚が恐ろしいのに、息が上がってくる。じわり、じわりと身体の奥から湧き立つ劣情を感じた。

　破廉恥な行為に、興奮し始めている。

「駄目、やめて。こんなこと許されないの」

「女神マザームは、愛の女神でもあるだろ？　これは愛する者同士がする尊い行為だ。女神の代行者だった君が許されないはずがない」

「でも、私たちは愛し合ってなど──ん、ンっ」

　愛し合ってなどない。

　そう言うはずだった言葉が、フレデリクの唇に封じられた。入ってきた舌が口腔を蹂躙し始める。肉厚で濡れた感触が舌に絡みつくと、びくりと身体が跳ねた。

　フレデリクが手を頬に添える。

「可愛い」

　彼の中で「可愛い」と言わなければ、息継ぎができなくなっているのだろうか。

「ヘイディ、可愛い。可愛いよ」

　目の下にちらばるそばかすを親指の腹で愛おしげに撫でる。ヘイディアの瞳はトゥーリアみたいに宝石にたとえられるような綺麗な碧色ではなく、薄茶色。髪も同じ色だ。フレデリクの周りにいる令嬢たちの方がよほど可愛く綺麗なのに、ヘイディアを見つめる彼の目尻はこれ以上ないくらい下がっていた。

　顔を撫でていた手が、ヘイディアの形を確かめるように下へ降りていく。

「あ……っ」

　大きな手が乳房に触れた瞬間、声が零れた。

「感じた？」

　恥ずかしい問いかけに、顔が真っ赤になる。

　きゅっと唇を結び、顔を横に振った。

　そんなヘイディアを見る瞳が、猫の目みたいに細まり、含み笑いをする。彼は、胸元を彩っていたリボンをするりと解いた。

「ラフル、やめて」

「悪い、もう止められない」

「あっ、ん！」

　ワンピースが肩から引き下ろされると、フレデリクがむき出しになった肌に唇を当てた。ちくりとした痛みに声が跳ねた。

　自分でもびっくりするような甘い声に、戸惑う。

「もっと聞かせて。いっぱい喘がせたい」

「や……だ、何言って──。あ、あぁっ」

　下着もずらされ、あらわになった乳房にフレデリクがむしゃぶりつく。温かい口腔に含まれた乳房の尖頂が舌先で転がされている。

（あぁ、嘘。こんなふうに舐められて）

　もっと男女の営みは真摯なものだと思っていた。こんな生々しい行為だったなんて、誰も教えてくれなかった。

「ラフル、そんなことしちゃ駄目……よ」

「なんで？　こんなに美味しそうなのに」

「違……う、あなたは駄目、なの」

　婚約者がいるのに、ヘイディアに触れてはいけない。それは、彼女と女神マザームを冒涜する行為だ。

　押し留まってほしくて彼の肩を手で押しやるも、腕に力が入らない。

「そんなに俺が嫌か？」

　嫌なのはフレデリクではない。結婚する身で、別の女性にも手を出そうとすることが嫌なのだ。

　なのに、彼の口調はヘイディアを詰っている。

「だって、あなたは結婚するじゃない！」

「君とね」

　すると、またトゥーリアの嘆きが浮かんできた。

『フレデリク様は簡単に結婚を口にしてしまうの。そうすれば、みんな彼に心を許してしまうでしょう？』

　ヘイディアに言ったことを、きっと他の女性にも囁いているに違いない。

　そんな使い回しの約束なんていらない。

　キッと睨みつければ、「不満そうだな」とフレデリクが口端を上げた。

　ヘイディアに覆い被さったまま、サイドテーブルの引き出しを開けて、中を探る。手に取ったのは茶色の小瓶だった。

「これが何かわかるか？」

　小瓶を揺らしながらフレデリクが言った。

　ヘイディアは小瓶に目を細め、怪訝な顔をした。

「毒だ。飲めばたちどころに命を奪う」

　とんでもない代物に絶句する。目を剥き、小瓶を凝視した。

　なんでそんなものが寝室に置いてあるのだろう。

　衝撃が強すぎてどんな言葉も出てこなかった。

「ヘイディは俺を求めないんだろ。なら、俺が生きている意味はこの瞬間に潰えた」

　そう言うなり、フレデリクが躊躇なく小瓶を呷った。

「きゃ──ッ、何をするの!!」

　悲鳴を上げて、フレデリクに飛びつく。

　何が起こったのかも理解できないくらい、一瞬、思考が停止した。

　ぐらりと傾いだ身体を受け止めるも、ヘイディアは尋常でないくらい震えていた。

「やだ、どうしようっ。ラフル！　死んじゃ駄目っ。お願い、死なないで」

　飲んだ毒を一刻も早く吐き出させようと、口の中に指を差し入れようとするも、フレデリク自身に拒まれた。

「なんで!?　お願い、吐き出して！　早くっ」

　叫びながら懇願する。

　こんなことで、フレデリクを失いたくない。

「……俺が嫌い……なん、だろ」

　苦しげな声が心臓を縮み上がらせる。

　弱々しくなる声音に、不安と焦燥がこみ上げてくる。

　フレデリクの命の火が消えかけているのだ。

「そんな──、どうしてこんなことっ」

　目の前が真っ暗になりそうな絶望に、ヘイディアは「なんでよっ」と嘆いた。

　今の自分では、彼を救えない。

　神聖力がなければ、毒を浄化することすらできないのだ。

　女神マザームの代行者である聖女だけが持つ神聖力。聖女はその力を使って、女神マザームが封じた悪しきものへの封印の修繕を行う。ヘイディアにもあった力なのに、今は欠片もない。

　かつては容易くできたことが、今はこんなにも難しい。

　どうしてこんなときに限って。

　誰よりも救いたい人なのに、自分の無力さが恨めしい。溢れる涙を拭うことすら忘れ、ヘイディアはフレデリクを抱きしめ続けた。

（女神マザーム様、ううん、助けてくれるなら誰でもいい。何でもするから、フレデリクを助けて──ッ）

　そう強く願ったときだった。

「……答え──ろ、よ」

　肩口に顔を寄せ、フレデリクが吐息みたいなか細い声で乞うた。

「馬鹿っ、嫌いなわけないじゃない！」

　涙声になりながら、フレデリクへの想いを叫んだ。その直後だ。

「──ふ、はは……」

　フレデリクが肩に顔を埋めたまま、突然笑い出した。

　いよいよ毒が回っておかしくなったのだ。

「ラフル、駄目よ……。しっかりして!!」

　悲鳴じみた呼びかけに、ラフルがぎゅっとヘイディアにしがみついた。その身体は信じられないほど熱くなっていた。

「ヘイディ、キス……して」

「何でもしてあげるっ、だから死んじゃ駄目」

「早……く」

　せがまれ、ヘイディアは彼の頭に口づけた。耳に肩、唇が当たる場所ならどこだってした。

　フレデリクを逝かせたくないから。

　なぜ今、神聖力がないのだろう。

「駄目、死なないで」

　溢れる涙がフレデリクにも落ちる。頬をすり寄せ、「あぁ……」と嘆いた。

「……ないんだな」

　フレデリクがかすれ声で呟くなり、ヘイディアをベッドに押し倒した。

（え──？）

　毒を飲んだ者とは思えないほど、赤らんだ顔は生気に満ちていた。

「ラフル──？」

　動揺で声がかすれた。

　よく見れば、覆い被さる彼のアイスブルーの目は、ぎらぎらとしている。全身から噴き出す汗の量が尋常ではない。荒い息は獰猛な獣じみている。

　先ほどとは明らかに違う症状だが、命にかかわるような苦しさは孕んでいない。

「あなた、何を飲んだの？」

　毒ではないのかもしれない。

　ならば、彼が飲んだものは……。

「多分、興奮剤」

　にべもなく告げられた小瓶の中身に、ヘイディアは目を見開いた。

「多分って、中身を知らずに飲んだの!?　本当に毒だったらどうするつもりだったのよ」

「知るもんか。ヘイディに嫌われたまま生きていたくないだけだ」

　呆れて開いた口が塞がらない。

　無謀にもほどがある。

　女一人口説き落とすために、命まで賭けたのか。

「……信じ、られない」

　口から零れ落ちた呟きに、フレデリクが首をふるりと横に振った。

「ヘイディ、苦しい」

「ま、待って。今、人を呼んでくるから」

　起き上がろうとするも、両肩をフレデリクに掴まれた。

「ヘイディが鎮めて。ヘイディの中以外、出したくない」

「な──っ」

　あけすけな告白に、頭の中が一瞬真っ白になった。

　これも興奮剤の影響なのだろうか。

（でも、毒でなくてよかった）

　ほっとすると、胸の中にあった澱みたいなものがすうっと軽くなった気がした。すると頑なに彼を拒んでいた心も、幾分か柔らかくなった。

　話している間も、フレデリクの目が虚ろになっていく。

「だ、大丈夫なの？」

「無理」

　断言されて、ヘイディアは目を泳がせた。

　こんなときはどうしたらしいのだろう。

　人を呼ぶのは駄目で、彼はヘイディアを望んでいる。

　けれど、ヘイディアにはフレデリクを受け入れられない事情がある。

　切羽詰まる気持ちに追い立てられる。

「だ、だいたい、なんでそんなものがベッド脇にあるのよっ」

「どこかの令嬢が、寝室に忍び込んだときに隠したんだろ。女は叩き出したが、小瓶は処分し忘れてた」

「そんな気持ち悪いもの、どうして処分しなかったのっ」

「一度や二度ならするけど、何度もあると面倒くさくなるんだ。──あぁ、駄目だ。ヘイディ、したい」

「や……っ」

　すり寄ってきた顔が、うなじをねっとりと舐め上げる。熱い息づかいと舌が肌を這う感覚にぞくぞくした。

「いい匂い……、ヘイディ好き」

「ば、馬鹿っ。何言って──ッ!?」

　下腹部に押しつけられた欲望の熱さに、あっと息を呑んだ。

「早く、これを入れたい。もうすぐ夢が叶う」

「ゆ、夢!?」

　忙しなく身体を弄り出した手が、ワンピースを乱暴に脱がせる。内股をなぞり、秘部に触れた。

「あ……やっ、ラフル。駄目っ」

「もう無理だ」

　淡い茂みの感触を指で確かめたあと、媚肉を撫でられる。初めて感じる人の指の感触に、身体がびくりと跳ねた。

　そんなところ、自分ですらろくに触ったことがないのに、フレデリクにためらいは感じられない。

「はぁ……。これが、ヘイディの」

　むしろ、悦びすら感じている。

「ラフル、駄目よ。薬なんかに負けない、で」

　今欲望に負けてしまったら、取り返しのつかないことになる。

　後悔することだけはしてほしくなかった。

　手首を掴み、駄目だと押しやろうとしたが、彼の腕はびくともしなかった。

「どうでもいいから、抱きたいっ。ヘイディ、助けて。限界なんだ」

「だったら、私じゃなくても……あぁっ」

　ヘイディアの制止を無視して、指が媚肉の奥に潜む蜜穴に触れる。縁をなぞり花芯に当たると、信じられないような強烈な刺激が走った。

（なんでそんなところが）

　気持ちいいと思ってしまうの。

「ヘイディじゃなきゃ嫌だ！　ヘイディ、ヘイディア──」

　懇願する声が切羽詰まっている。

　縋るように求めてくるフレデリクが可哀想で、それ以上に可愛くて、放っておきたくない。

　ヘイディアは彼の婚約者ではない。

　けれど、彼はヘイディアがいいと言う。

　薬に浮かされているのだ。それが苦しさから逃れるための嘘だとしても、必死に求められて見放すことなんてできない。

　だって、他でもないフレデリクなのだ。

「何でもするって、言った……だろっ」

　ついに駄々をこね始めた彼が、どうしようもなく愛おしかった。

　上目遣いでこちらを見つめるまなざしが熱い。悶えるほどの劣情があるのだろう。食いしばるも、口の端から荒い息が漏れている。

　彼は婚約者ではなく、ヘイディアがいいと言っているのだ。

（一度だけなら）

　これ以上、フレデリクの苦しむ姿を見たくなかった。

「いいわよ、おいで。癒やしてあげる」

　聖女ではなくなったけれど、興奮剤なら発散させればいずれ落ち着く。

　今さらながらに、毒でなかったことに安堵した。

　腕を伸ばして、彼の髪に触れた。

　金色で細い髪が、指をするすると流れていく。

　フレデリクがくしゃりと苦しげな顔を歪めた。

「なんで……っ」

　自分で求めておきながら、おかしなことを言う。

　だが、フレデリクが疑問じみた不満を口にしたのは、その一度きりだった。

　動物の唸り声みたいな声を発すると、ヘイディアにむしゃぶりついてきた。

「あっ、あぁ……っ」

　身体中のあらゆる場所に口づけが降っていく。ときおりちりっとした痛みを感じると、その場所に赤い痕がついた。怖いと思うほどの荒々しさだ。

　でも、嫌だとは思わなかった。むしろ、求められていることに悦びすら感じた。

「は……っ、はっ、ヘイディ……ッ」

　息を切らしながら、身体中を熱い舌が張っていく。

　生温かい感触に、得も言われぬ感覚が走る。力任せにヘイディアの中に眠っている官能を呼び醒まそうとするような仕草が苦しくて、たまらなかった。

「は──っん、ンっ。そこ……はっ」

　媚肉をいじっていた指の先端が、蜜穴を突く。

「せ、まい。すごい……」

　興奮で上ずった声でフレデリクが感嘆を呟く。欲情に染まったアイスブルーの瞳は一心にある場所を見つめていた。

　誰にも見せたことのないところを、フレデリクに見られている。

　今なら、きっと羞恥で死ねるかもしれない。

「や……だ、見ない、で」

「美味そう」

　は……、と吐息を零して、フレデリクがその場所へ舌を伸ばした。

「あぁ……っ！」

　指とは違う柔らかくて生温かいものが触れる感覚に、腰が揺れた。

「駄目、逃げるな」

　両手で抱えるように腰を掴むと、秘部に顔を押しつけてくる。

「そんな、待って……っ」

　金色の髪に指を埋め、頭を押しやろうとするも、びくともしない。それどころか、蛭みたいに吸いつき、無心で舐めている。

「ラフル……、お願い待って」

　初めてづくしの行為に、目を白黒させながら、フレデリクを呼ぶ。

　他人に肌を見せることすら初めてなのだ。

　もっとゆっくりしてくれないと、心臓が持たない。

　舌が媚肉の奥に隠れる花芯を舐めている。そのたびに腰骨に走る刺激がもどかしくて、ヘイディアは腰を揺らめかしながら悶えた。滑った感触が生むじわじわとした快感も、ヘイディアが知らないもの。

（なんで、気持ち……いいの）

　フレデリクに触れられている。

　彼が自分を求めてくれている。

　その事実に頭がくらくらする。

「ラル……フ、それ……はっ」

　彼の指が再び蜜穴へとあてがわれると、ゆっくりと中へ入ってくる。ず……ずず、と侵入してくるものがある。

（なに、これ）

　初めて受け入れる異物感に、目の奥がちかちかしている。

　本当にみんなこんなことをしているのだろうか。

「あ、ああ……っ」

「中、締めつけてくる。温かくて、気持ちいい」

　悦に入った声で、フレデリクがため息を零した。

　初めて聞く異性の艶っぽい声音が腰骨に響く。

「ひ……ぁ、あ。駄目……抜い、て」

「一本でこの窮屈さなのか」

　フレデリクの耳にヘイディアの懇願は届いていない。ゆっくりと動き出した指が蜜壁をこする。

　これ以上、暴かないで。

　知らない自分を見せないで。

（戻れなく、なるから）

　覚えてしまったら、二度と以前の自分に戻れなくなる。

「やぁ……ん、ン」

　何も知らなかった頃の自分が、快感で別物へと塗り替えられていく。

　怖いのに、身体は何かを期待している。

　目覚めてしまった欲望がフレデリクを欲していた。

（これは……治療なの、に）

　口から零れた声は、聞いたことがないほど甘いものだった。

「俺のが入るとどうなるんだろ」

「そんなところで……喋ら、ないで……」

　かかる息が唾液で濡れそぼった肌をくすぐる。中と花芯を同時に愛撫されていると、感じたことのない感覚がじわじわと足先からこみ上げてきた。

　信じられないくらいの鮮烈な刺激に、ヘイディアは首を振った。

「い……あぁ、あっ、あぁ……んっ」

　下腹部に集まる熱に、無意識に腰が持ち上がる。こんなはしたない醜態をさらしていいわけないのに、フレデリクがくれる快感に身体が言うことをきかない。

　いつの間にか二本に増えた指が、密壁をこすりながら柔くある部分を押した。

「ひっ」

　じん……と脳天まで響く刺激の心地よさに、子を孕む場所がきゅうっとなった。

「あっ……、あ──ぁん、んっ、や……何か、き……ちゃ、う」

　あと少しで、何かが弾ける。

　期待で胸が膨らんだ刹那。

　ふいにすべての愛撫がやんだ。感じていたフレデリクの熱が離れていく。

「──え……？」

　身体はこんなにも切なさを訴えているのに？

　突然、放り出された寂しさに、ヘイディアは薄目を開けてフレデリクを探した。

　そして、ヘイディアは見た。

　フレデリクが手で扱いている彼自身の欲望の長大さに愕然となる。

　知識としては知っていても、実物を見るのはこれが初めて。

「嘘……よね──？」

　思わず確認してしまうほど、彼の欲望は大きかった。ひたりと腹部に乗せられたそれは、臍のすぐ下まであった。

　ヘイディアが知らないだけで、これが標準なのだろうか。

　フレデリクの尋常でない大きさに、ヘイディアは思わず「無理」と怯えた。

　震え上がるヘイディアを見つめながら、欲望の先端が蜜穴に押し当てられた。

「入れる」

　欲望でぎらつく顔に、止めるという選択肢は浮かんでいない。ただでさえ興奮剤で理性が削がれているのだ。今の彼は、欲望に忠実な獣も同然。

　正常位からずぶり……と、フレデリクが入ってきた。

「──ッ！」

　指とは違う、圧倒的な質量に目の奥で閃光がまたたく。内臓を押し上げられていく圧迫感と、身体を無理やり割り開かれる痛みに息ができない。

（あ……あぁ、本当にフレデリクと繋がって、る）

　越えてしまった一線への背徳感より、今感じている苦痛が辛い。

「ごめん……ヘイディ、ごめん」

　それでも、一欠片の理性は残っていたのだろう。

　上気した顔でフレデリクは、何度も謝っていた。

　ヘイディアと肌を重ねてしまったことへの謝罪なのだろうと思った矢先。

「ごめん、気持ちいい……っ」

「ひ──っ、……ぃあ、あぁっ!!」

　挿入の速度がゆっくりだったのは、亀頭のくびれが入ってくるまでだった。きゅうっと粘膜が欲望を締めつけたのを皮切りに、フレデリクの理性は完全に崩壊した。

　一度、二度、腰を振るたびに速度が加速していく。入ってくる質量が増し、三度目では先端が最奥まで届いた。

「あ……っ、ぅ……あ」

　感じたことのない圧迫感に、一瞬息が止まり、目がぐるりと裏返った。

「あ、あぁっ」

　フレデリクが呻き、その直後、最奥に熱い飛沫がかかった。

（──ま、さか）

　感じたものがなんなのかくらい、ヘイディアも知っている。

　フレデリクが「う……、うっ」と唸りながら全身を震わせている。だが、爆ぜた欲望は興奮を収めるとどこか、少しも鎮まっていなかった。

（嘘）

　変わらない硬度に、ヘイディアは恐れ慄いた。

　興奮剤の効力は、一度精を出したくらいでは収まらないのか。

　欲望に押し上げられた内臓が、口から飛び出してきそうだ。

　強烈すぎる衝撃に、呼吸もままならない。指先が真っ白になるほど強くシーツを握りしめた。

「あ、あぁ……、これがヘイディの中」

　熱に浮かされたみたいに、フレデリクがまた腰を振りたくる。両手で腰を掴んで固定されると、逃げ惑うことすらできない。欲望のまま最奥を穿たれる。送り込まれる律動の苦しさ以外、何も考えられなかった。

「や……あぁっ、あ──、んぁ、あ！」

　ごりごりと亀頭のくびれが密壁をこすっていく痛みと、凶暴さすら覚える欲望の質量がもたらす刺激に、身も心も支配されていく。

　彼に興奮を鎮める言葉をかける余裕なんてない。

　獣じみた息づかいをするフレデリクの口はしからは、唾液が零れている。焦点の合わない目が、それでも一心にヘイディアを見つめていた。

　力強く腰骨に響く振動に目の前がくらくらする。

「ヘイディ、ヘイディア、俺の……」

　早く……、早く終わって。

　治療のためと腹を括ったけれど、こんな性欲を満たすためだけ行為なんて、ちっとも幸せじゃない。

（これが私の初めてなんて）

　好きな人と結ばれると、心も身体も満たされるものだと思っていた。

　女神マザームは愛の神でもある。彼女は、愛は人を幸せにするものだと言っていたのだ。

　こんな貪られるみたいな行為に意味なんてない。

　ヘイディアの願いが通じたのか、再びフレデリクが精を爆ぜさせた。

　熱いものが胎内へと流れ込んでいくのを感じる。

　立て続けに、二度も出したのだ。きっとこれでおしまいのはず。

　内心ほっとしたのもつかの間、フレデリクが欲望を突き立てたまま、ゆっくりとヘイディアを裏返しにした。

「え……、何？」

　腰を突き上げる体勢を取らされると、律動が始まる。先ほどとは違う角度で、さらに奥へと入ってくる感覚に、ヘイディアは目を白黒させた。

　肌が当たるたびに、フレデリクが吐き出したものが内股を伝い流れていく。

　背中から抱きすくめられると、本当にフレデリクに食べられているような錯覚すらあった。

「あっ、あ……ぁ、ひっ。あ、あんっ！」

　激しく腰を突き上げられるたびに声が口から押し出される。目の前がちかちかとするほどの鮮烈な刺激に、ヘイディアは為す術はなかった。

「可愛い、ヘイディア可愛い。ずっと欲しかった。もっと注いでいい？　全部飲み込んで」

　想い合ってなどないはずなのに、フレデリクはしきりにヘイディアを呼ぶ。可愛いと言い、無尽蔵にヘイディアを求めてくる。

（な、んで──？）

　荒い息づかいの合間に、フレデリクが囁き続ける。

「俺に揺さぶられて感じてる。可愛い、もっと……もっと、泣かせたい。たくさんイって。ほら、ほらっ！」

「ひ──あ、あ……ぁ、あぁ──っ！」

　追い立てられるように、快感がせり上がってくる。

（また──来るっ）

　あの強烈な感覚がやって来る。

「イ──くっ!!」

　全身をわななかせた直後、フレデリクもまたヘイディアの中に子種をまき散らした。





　❖❖❖






　はるか昔、大地と愛の女神マザームが大地に悪しきものを封じ、人間に加護を与えるとともに封印の要となる帝国ガルモント国を作らせた。しかし、悪しきものの力は強く、封印にほころびが生じた。女神はこれを治めるため、代行者を遣わした。それが聖女である。

　聖女はその身に大いなる神聖力を宿し、国中を巡行して封印を修復する役目を持って生まれる。巡行は半生にわたり続き、役目を終えた聖女は神殿で女神に仕えた者もいれば、上位貴族と結婚した者もいる。共通しているのは聖女はみな、国の宝としてどの時代でも手厚く保護されていた。

（聖女になれば、ラフルと釣り合いが取れる身分が得られると思った）

　事実、聖女は貴族とも王族とも違う、唯一無二の存在と位置づけられ、特別な地位を授けられる。ときには上位貴族をもしのぐ権限を得ることもあるが、非常事態でなければ聖女の権限は発動されない。

　ヘイディアはそんな大それたものを求めたわけではない。

　ただ、フレデリクの結婚相手にふさわしい地位が欲しかった。聖女となった理由なんてそれだけだ。

　フレデリクはヘイディアの初恋の相手だったから。

　母に連れられ、ヴァルカ辺境伯家へ初めて訪れたときに出会った、びっくりするほど綺麗で格好いい男の子。それがフレデリクだ。

　彼は、ヴァルカ辺境伯の嫡男で、容姿は氷の妖精と謳われる母親から、剣の腕は豪腕と名高い父親譲りだった。両親のいいところを目いっぱい抱えて産まれてきた彼は、家族だけでなく領民たちからも愛されていた。

　そんなフレデリクを一目見て好きになったヘイディアは、屋敷を訪れたときはずっと彼の後をついて歩いた。彼がすることがしたくて、見よう見まねで何でもやった。剣の鍛錬をするフレデリクの近くでヘイディアは小枝を振った。講師につき授業を受ける部屋のすみで一緒になって講義を聞いた。彼が羽根ペンを使って文字を書いていれば、ヘイディアもミミズが這ったような文字らしきものを書いた。講義の合間にはフレデリクが「頑張っているね」と頭を撫でてくれた。かまってもらえることが嬉しくて、撫でて褒めてくれると胸の真ん中が温かくて優しい気持ちになった。だから、ヘイディアも外で一人遊びをしているとき、元気のない植物を見つけると、撫でて元気にしてあげたりもした。

　フレデリクがすることなら、何だってしてみたかった。彼と共有できる時間が嬉しかった。

　兄妹のように仲睦まじい二人に、屋敷の者たちはみな好意的だった。

　ヘイディアは昔から他人が自分に向ける感情を感じ取ることができた。

　好意は心地よく、悪意は嫌な気配がした。

　屋敷で働く者たちも、ヴァルカ辺境伯夫妻も、ヘイディアに向ける感情は優しかった。本来なら貴族子息に一介の平民と交友を持つことなどあってはならない。だが、ヘイディアがまだ五歳だったことと、フレデリク自身がヘイディアを受け入れていたこと、何よりヴァルカ辺境伯夫妻がそれを許していたことで、誰もヘイディアを咎めることはなかった。

　今思えば、とても恵まれた環境だったのだとわかる。

　「将来はヘイディアがデリクのお嫁さんになるのかしら？」なんて、ヴァルカ辺境伯夫人が言っていたものだ。

　ヘイディアはフレデリクが大好きだったから、彼のお嫁さんになりたいと答えた。

　大人たちは元気よく答えたヘイディアを微笑ましそうに眺めていた。

　そうして一年、二年と過ごしていくうちに、ヘイディアは少しずつ自分の環境を理解した。自分とフレデリクとの間には、決して超えられない身分という名の壁があることも知った。

　フレデリクはいずれ辺境伯になる。

　社交界に出れば、たくさんの貴族令嬢がヘイディアが着たこともないような美しいドレスを身に纏い、彼とダンスを踊るのだという。彼女たちの誰かを妻に迎えるのがフレデリクの貴族としての役目なのだとか。

　そうヘイディアに教えてくれたのは、屋敷の使用人をしていた若い女だった。

　「どれだけフレデリク様を慕っても、あんたは指を咥えて見ているしかないの」と。

　何も知らないヘイディアに現実を突きつけた彼女からは、少しだけ嫌な気配がしたけれど、告げられた残酷な現実が衝撃的すぎて、ヘイディアは途方に暮れた。

（ラフルが他の人と結婚──）

　そのとき、ヘイディアは心から祝福できるだろうか。

　できるわけがない。

（だって、私はラフルのことが好きなんだもの）

　たった九歳でも、誰かを愛することはできる。

　けれど、ヘイディアは彼の妻にはなれない。フレデリクの幸せを願わなければならないという現実が悲しかった。

　ある日、領地に神殿から神官が一人やって来た。

「こちらに癒やしの力を持つ少女がいるとお聞きしました」

　ヘイディアはそのとき初めて、自分の持つ力が特異なものであることを知った。物心つく前から当たり前に使っていた力こそ神聖力で、聖女と呼ばれる者だけが持つ力なのだと神官は言った。

　神殿から聖女と認められれば、ガルモント国で特別な地位に置かれる。貴族とも平民とも違う唯一無二の身分が与えられると教えてくれた。

　植物や動物たちをたちどころに元気にさせるヘイディアの並外れた力を目の当たりにした神官は、みるみる目を輝かせた。そして、憧憬のまなざしをヘイディアに向けると、ぜひとも一緒に神殿へ来てほしいと乞うた。

「小さな聖女様、どうかこの国をお救いください」

　大の大人に傅かれ、聖女と呼ばれると、自分が特別な存在になった気がした。

「聖女になれば、ラフルのお嫁さんになれる？」

　ヘイディアの問いかけに、神官は目を丸くさせたが、笑顔で「えぇ、なれますよ。あなたが望めば」と答えた。

　これでフレデリクと結婚できる。

　ヘイディアは喜び勇んで、神殿へ行くと答えた。

　しかし、それに反対したのがフレデリクだった。

　「聖女になんてなる必要ない！」の一点張りで、「聖女になるな。俺と結婚しよう！」とも言われた。

　あんなに激高したフレデリクを、初めて見た。彼から感じる怒気の強さに、ヘイディアは怖くて口を開くことができなかった。

（私は……ラフルにふさわしくなりたいだけなのに）

　貴族は貴族と結婚するもの。フレデリクの両親も、そのまた両親もずっとそうしてきたと若い使用人の女が言った。だから、たとえフレデリク自身が望んだところで、世間はヘイディアを認めないだろう、と。

　そのとき、ヘイディアははっきりと女が自分に対し悪意を持っているのを感じたが、それは少し前、彼女がメイド長に叱られていたせいだと思った。

　ときどき、貴族の落とし胤だった者が貴族になるという話も聞かなくはないが、ヘイディアの両親はどちらも根っからの平民で、祖父母も紛れもなく平民だった。

　だから、ヘイディアは逆立ちしたって貴族にはなれない。

　でも、千載一遇のチャンスが巡ってきたのだ。

　フレデリクの反対を押し切ってでも、聖女になりたい。

　彼が結婚してしまう前に聖女の役目を終わらせれば、フレデリクとの未来があるのだ。

（私はラフルのお嫁さんになりたい）

　その一心で、力を使ってきた。

　神聖力を使うほど、身体に負担があるのは薄々感じてはいたが、寝たら治っていたのでさして気に留めなかった。

　異変にもっと真摯に向き合っていれば、誰かに相談していれば、状況は変わっていたのだろうか。

　回復したと感じたのは、たとえるならコップに満杯になった水がほんの少しかさが減っただけで、疲労が完全に消えたわけではなかったのだ。

　徐々に疲れが取れなくなり、慢性的な疲労感を抱えながらも神聖力を使い続けた結果、ヘイディアはたった七年で巡行をやり終えた。

　国は快挙に沸き、王家や民たちは聖女の類い希なる強大な力を褒め称えた。

　しかし、少女が身体を鞭打ち完遂した偉業の代償は、あまりにも大きかった。

　ヘイディアは最後の封印の修繕を終えた直後に昏倒し、そのまま半月昏睡状態に陥った。目が覚めたときには、神聖力は跡形もなく消えていたのだ。

　聖女とは神聖力を持つ者を指す。力を失ってしまったヘイディアは、聖女と名乗る資格がない。だが、神聖力が戻らないという確証もないうちは、おいそれと手放すこともできない。

　何しろ、歴代の聖女で神聖力をなくした者はいなかったからだ。万が一、神聖力が戻ったとしたなら、聖女の力が争いの火種になるのは明白だった。

　国は半年、一年、二年と様子を見ていたが、ヘイディアの神聖力は戻ることはなかった。

　聖女でもなく神官でもないヘイディアは、それでも神聖力が戻ることを信じて、自分にできることをやるしかなかった。

　トゥーリアと知り合ったのもその頃だ。

　成長したフレデリクは目も当てられないくらいのろくでなしになっていて、トゥーリアという婚約者までいた。

（私にプロポーズしたくせに）

　だが、ヘイディアなど足下にも及ばない綺麗な令嬢を見て、フレデリクも目が覚めたのだろうとも思えた。

　誰だって側に置くなら、トゥーリアみたいに綺麗な人がいいに決まっている。

（だったら、いらない──）

　頑張ってがむしゃらに聖女をやってきたけれど、望んでいた場所は、別の誰かのものになっていた。

　人の心ばかりはどうにもならないとこも、わかっているつもりだ。

　手に入らないものを、いつまでも未練たらしくねだることはできない。これでも聖女だったのだ。女神マザームは、愛は尊び慈しむべきものだと説いている。

（もう忘れるんだから）

　砕けた初恋を箱にしまって、ヘイディアは心の隅へと追いやった。
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　なのに、どうしてこんなことになっているのだろう。

　どれくらいフレデリクに蹂躙され続けているかもわからなくなっていた。

「可愛い、もう逃がさない」

　「可愛い」と「逃がさない」の甘言を何度も繰り返す。もはや呪詛にしか聞こえない。

　極太の欲望を根元まで蜜穴に押し入れ、自分勝手に腰を振る。

「だめ……またイく。も……イっちゃう」

「いっぱい気持ちよくなって。俺も気持ちいい」

「い──ぁ、あ……こわ、い。今イくの……だめ」

　感じすぎて、身体全部が性感帯になったみたいだ。絶頂へと押し上げられても、またすぐ次の快感がやって来る。寄せる波のごとく間断なく続く快楽が怖かった。

　これが何のための行為なのかなんて、ヘイディアにはどうでもいいことになっていた。

　だらしなく開かされた脚を閉じて膝を摺り合わせるも、送り込まれる律動にまた開いていく。

「おかしく、なる……か、ら──ぁっ。ひ……あぁっ」

「またイく？　待って、俺も一緒にイきたい」

　両手で腰を掴んで固定されると、乱暴に最奥を穿たれる。

「あ……ひっ、いぃ」

　ヘイディアを絶頂に追い上げ、彼もまた精を爆ぜさせる。どくどくと腹の奥へと流れ込んでくる命の種の温かさに、子を孕む場所がきゅうっとなった。ぶるりとフレデリクが背中を震わせ、最後の一滴まで注ぎ込む。

「全部、飲み込んで。一滴も零さないで」

　浅い息をくり返すたびに、薄い腹が上下する。

「中きゅうきゅうに締めつけてくる。ここをこうされるのが気持ちいいんだ」

「ひ……っ」

　爆ぜたばかりでもまだ硬さを保つ欲望が、ごりごりと粘膜をこする。過敏になりすぎて、わずかな刺激も辛い。また引かない絶頂の波が、再び大波となって押し寄せようとしている。

「う……そ、それ……だめ。イ──ッ」

　いくばくもないうちに、また高みへと押し上げられた。

「あぁ、気持ちいい。もっと締めつけて。いっぱい愛させて」

　愛を囁き、ヘイディアの顔中に口づけの雨を降らす。

　腹の中は、フレデリクが出したものでいっぱいになっている。腰を打ちつけられるたびに、白く泡立った体液が溢れ出てきた。

「ひ……、でちゃ──、またイく……ッ」

　びくびくと身体が震え、絶頂とともに透明な飛沫が勢いよく噴き出した。

「あ、あぁ……。……見ない、で……」

　フレデリクの引き締まった腹筋が、ヘイディアのものでしとどに濡れていく。申し訳なさと恥ずかしさに、両手で顔を覆って泣いた。

（そんな……漏らしちゃうなんて）

　消えてしまいたいくらいの失態なのに、フレデリクは爛々とアイスブルーの瞳を情欲に染めていた。秀麗な美貌が今だけは獰猛な猛獣に見える。

　興奮に頬を上気させ、ぺろりと舌なめずりまでしていた。

「逃がすものか」

　そう言うと、今まで以上に激しく腰を使い出した。両手首を臍の上で一括りに掴まれると、寄せ集まった乳房が腕の腕で上下に揺れる。穿たれるたびに飛沫も止まらなくなっていた。

「いい眺め。ずっとこれを妄想してきた」

　何度も絶頂へと追い上げられ、中をフレデリクの怒張したもので執拗にこすられ続けている。意識が朦朧としてくれば、不思議と羞恥も消え、快感しか感じなくなっていた。

「気持ち……い、い。いい……の」

「ヘイディ、腰動いてる。やらしくて可愛い」

「だ……、て。止まらない……ん、だもの」

　初めてなのに、奥が気持ちよくてたまらない。

　もっと突いてほしくて、誘うように腰が動く。

「もっと……俺を搾り取って」

「うん、うん……っ」

　フレデリクに膝の裏に手を這わすよう促されれば、欲望が突き上げる位置がわずかにずれた。

「ひ──ぃっ、あ……あぁ！」

　深く入ってくる感覚が苦しい。けれど、ずぼずぼと中をさすられる快感に、何も考えられなくなっていた。

「そんなにしたら、また出るぞ」

　苦しげな声に応えるように、粘膜が彼の欲望を扱き上げた。

「いい……から」

　早く、早くと子種を注がれる瞬間を身体が待ちわびている。全身が彼を欲しがっていた。

　だらしなく開いた口から、のぞく舌をフレデリクが吸い上げる。その刺激すら気持ちよくて、ヘイディアは駆け上がってきた絶頂感に抗えなかった。

「──ッ」

　身を震わせた直後、フレデリクもまたヘイディアの中に精をまき散らした。

「あぁ……あ、あ……」

　歓喜に恍惚の表情を浮かべながら、ヘイディアは今度こそ意識を手放した。







【第二章：たらしだったはずでは？】








「ヘイディア、へーイディ」

　くすくすと楽しそうに笑いながら、フレデリクが頭まですっぽりと掛布にくるまったヘイディアを後ろから抱きしめている。

「そろそろ顔を出しておいで。お腹空いただろう」

「……空いてません」

「俺は空いた。ヘイディが食べたい」

「駄目」

　聞いたこともないような甘ったるさしかない声が、延々と話しかけてくる。

　信じられない、あの痴態は何？

　聖女でなくなったとはいえ、昨日まで女神に仕えていた身だ。なのに、あんなあられもなく乱れてしまった。

　しかも、相手は婚約者がいる人だ。

「……なかったことにしたい」

　思わず、心の声が口をついて出てしまったことすら気づけないくらい、ヘイディアは動揺していた。

「絶対に嫌だ」

「なら、消えてなくなりたい」

「それはもっと駄目だ。ヘイディは俺がいなくても生きていけるんだ？」

　俺は無理だな、と間延びした声で言われても、無謀な行動を目の当たりにした直後ではちっとも笑えない。むしろ真実味しか感じない。

　昨夜のことは、治療の一環。

　苦しい、助けてと言うからヘイディアは手を差し伸べただけのこと。そこに特別な愛はなかった……はず。

　そもそも、ヘイディアは十年間もフレデリクと離れて暮らしてきたのだ。この先も、今までどおりの暮らしをすればいいだけのことではないか。

「……私はできる」

　答えるまでに少し間が空いてしまったのは、抱きしめられている腕に力を込められたせいだ。

　昨夜のことも含めて、忘れてみせる。

「苦しいんだけど」

「知らない」

　子どもみたいな言い分に、呆れ半分にムッとした。

「お互いのためにもなかったことにするのが最善だと思うの。だって、あなたも困るでしょう？」

「何がどう困るのか、まったくもって理解に苦しむんだが。何を根拠にそう言っているのかそろそろ教えてくれないか？」

　ぐりぐりと顔を掛布にこすりつける仕草もまた子どもだ。

（こんな人だった？）

　再会してから距離感がおかしいとは思っていたが、性格までおかしくなってしまったのだろうか。全身で甘えてくる姿に、母性がくすぐられる。

（話に聞いていたラフルと違うんだけど）

　ヘイディアが聞かされていたフレデリクは、父親から譲り受けた辺境伯の名に恥じない素晴らしい功績を上げていた。

　侵略者たちを一掃する姿は北の鬼才の名にふさわしく、領地運営にも辣腕を奮っていると聞く。政策の効果は着々と現れていて、雪深い北の地であるヴァルカ辺境伯領はガルモント国でも帝都に次ぐ繁栄を誇っているとか。

　若き辺境伯の名声は、その美貌も相まって今や飛ぶ鳥を落とす勢いだ。

　ただ一つ、彼の女癖の悪さをのぞけばだが。

　それでも、悪い男だからこそ余計に惹かれる令嬢は後を絶たず、婚約者であるトゥーリアはいつも泣いていた。

　もしかして、彼女たちも一見冷酷に見えるフレデリクのこんな姿にほだされたのだろうか。自分も、不慮の出来事とはいえ、フレデリクと関係を持った女の一人になってしまったことに後ろめたさを覚えた。

　たまらず潜っていた掛布から顔を出した。

「だから！　もうすぐ結婚する人がこんなことしてちゃ駄目だと言っているのっ」

　語気を強めて窘めれば、フレデリクがアイスブルーの目をぱちくりとさせた。

「互いの合意があれば問題ないと思うんだが？」

　したよな？　と視線で問いかけられ、ヘイディアは返答に詰まった。

「あ、あれは合意じゃなくて、仕方なかったというか」

「──へぇ。なら、ヘイディは媚薬に浮かされる男が助けを求めてきたら、昨夜みたいに身体を差し出すんだ」

　低くなった声音が、ひやりと心を撫でていく。

（え、何で怒ってるの？）

「どうなんだ」

　語気を強めて、返答を迫られた。

　フレデリク以外の人と肌を重ねる？

　考えただけでゾッとした。

「そんなわけ、ないじゃない」

「だよな」

　否定すれば、フレデリクが当然と言わんばかりに頷いた。

　さっきまで殺気を滲ましていた顔が、もう満足げに微笑んでいる。

（いったい、何なの？）

　フレデリクの思っていることがまるでわからない。

　ひっそりと息を吐き出し、ひっつき虫になっているフレデリクを横目で見遣った。

「だ……だいたい、私が何も知らないとでも思ってるわけ？　あなたからしてみれば、何てことない火遊びかもしれないけれど、あなたが他の令嬢に手を出すたびに傷ついている人がいるのよ。悲しませていいの？　け、結婚するのよね!?」

「もちろん、するよ。今さら逃がすつもりもないし、こうされることに悦んでくれてたと思ったんだけど。気持ちよかっただろう？」

　耳元に唇を寄せて囁く声の、なんと艶めかしいことだろう。

　昨夜の情事を思い起こさせる色っぽい声音に、やっと収まった劣情にじわりとまた熱くなった。彼の手が、そうっと掛布の上から腰骨辺りをなぞる。

「ん……っ」

「ヘイディは、本当嬉しくなるくらい感度がいいな。この程度の刺激にも感じてくれるんだ」

「まだする気なのっ」

「薬がまだ抜けきってない。駄目か？」

「駄目に決まってるでしょうっ。って、どこ触って」

「ヘイディの乳房は俺の手にぴったり収まる。丸みも柔らかさも最高だ」

　掛布をはぎ取られ、身体を使ってベッドに仰向けに押しつけられた。覆いかぶさるフレデリクの美貌がすぐ目の前に見える。

「ふ……っ」

　乳房を揉みしだかれる刺激に、息が上がってしまう。

「はぁ……可愛いな。こんなに蕩けるのに、どうしてヘイディは俺と絶交したいんだ？　俺の噂に愛想が尽きた？」

「そ、んなの……とっくに尽きて、るっ！」

「俺のこと好きなくせに」

　この後に及んでまだそんなことを言っているのだから、彼はつくづく自分の犯した罪の重さをわかっていない。だからこそ、のうのうとヘイディアをからかっていられるのだ。

「あ……なたがこんなに鈍感だった、なんて知らなかった！　わからないのなら、これ以上あなたと話すことはありませんっ。私をからかうのも……、金輪際やめてね。あと……っ、今日も距離感おかしいから……ぁ。ほら、退いて、ちょうだい」

　重い、とフレデリクを押しやる。

「まどろっこしいのは嫌いなんだ。絶交されるような心当たりがないって言ってるじゃないか。はっきり言えよ」

　フレデリクが突っぱねる手を掴んで、ベッドに押しつけた。

「とんだくそ野郎ね」

　いらいらして文句をぶつければ、「すごい言われようだな」をフレデリクが苦笑した。

「聖女がくそ野郎なんて言っちゃ駄目だろ」

「私の口調のことは、今はどうでもいいの。結婚を約束している身で、私にまで手を出したろくでなしは誰？」

「ようやく会えた婚約者に手を出しちゃ駄目な理由があるのか？　結婚前は清らかな身体でないと駄目だとか？」

「茶化さないで！　私はあなたとは何の関係もなくなるの！」

「それこそ冗談だろ。ろくでなしだろうとくそ野郎だろうと、俺はヘイディの婚約者だ」

　その言葉を信じられるほど、今のフレデリクに信頼はない。

　真面目な顔に、ヘイディアは思いきりうろんな視線を向けた。

「あ、その顔は信じてないな。だったらどうしようか？」

「どうもしなくていいから退いて。そ、そもそも昨日のはあなたが興奮剤を飲んだからで」

「そうだな。信じられるようになるまで、教え込むしかないみたいだ」

「えっ」

　まったく人の話を聞いていないフレデリクが、身体を使ってヘイディアの脚の間に身体を割り込ませる。とっさに脚を閉じようとするも、彼の身体が邪魔でどうにもならない。焦っている間に、秘部にごり……と硬いものが押し当てられた。

「……嘘よね」

　昨夜あれほどしたにもかかわらず反り返っている高ぶりに、フレデリクとの体力の差を感じずにはいられなかった。

「嘘かどうか、ヘイディが確かめて」

「あっ、んン──」

　蜜穴に押し当てられた先端が、ずぶりと中に押し入ってくる。

「まだ中が蕩けてる。わかる？　ずぶずぶと入っていくだろ」

「やぁ……言わない、で」

　長大なものが狭い肉道を押し開いていく感覚が鮮明に伝わってくる。苦しいのに、身体は与えられた刺激に悦んでいた。

「だめ……抜いて」

「いいのか？　こんなに吸いついてくるのに。あぁ、気持ちいい」

　うっとりとした声で告げて、ゆっくりと律動を始めた。

　昨夜の名残が蜜道に残っているのだろう。

　すぐに、ぬちゃ……ぬちゃ、とぬかるんだ音が響いてくる。

「奥へと俺を誘ってる。駄目だという割に、なんでそんなに可愛いことしてくれるんだ？」

「知ら、ないっ。こんなの私じゃ……ないっ」

「ヘイディが知らなかっただけ。俺はずっとこの君を見てみたかった。どれだけ想像したかわかる？　何度も夢想したくらい、……君しか抱きたくなかった」

　腰を掴まれ固定されると、腰の動きが大きくなった。肌が当たるまで最奥へもぐった欲望が、ぐりぐりと先端を押し当ててくる。かと思えば、亀頭のくびれがごりごりと粘膜をこすりながら撫でていく。

「ひ……ぁ、あ」

「もう乳首がたってる。気持ちいいの嬉しいな」

　こんな愛のない行為が嬉しいわけない。

　なのに、身体は法悦に打ち震えていた。

「舐めていい？」

「だ……め」

「でも、しゃぶりついてって言ってる」

　乳房が話すわけないのに、フレデリクは悦に入ったまなざしで何度も尖頂を親指の腹で撫でている。

「ヘイディはどっちがいい？　中をこすられるのと、ここを吸われるの。どっちが気持ちいい？」

「知らな……いっ」

「嘘つきだな」

　そう呟くなり、フレデリクが腰の動きを速めた。

「はぁ……、あっ、そこ……は、んっ」

「ここ？　ヘイディが気持ちよくなっちゃうところだな。ちゃんと覚えた」

　偉い？　と褒めてもらうことを期待している子どもみたいな顔をして、先端を性感帯に押しつけてくる。

「ひ──っい、あぁ、あ……」

「あぁ、すごい締めつけ。中がひくひくしてる。イきそうなんだ」

　快感を送り込む手は止めぬまま、フレデリクが口端を上げて微笑んだ。妖艶な微笑は、壮絶に美しく、もし淫魔が実在するのならきっとこんな顔をしているに違いない。

　フレデリクの手が頬を撫でる。優しい手つきにヘイディアは救いを求めて、顔をすり寄せた。

　中をこすられる刺激が強すぎて、単純な言葉しか拾えない。

「す──き、これ……好き」

　きゅうっとフレデリクのものを締めつけながら、ヘイディアは彼の手を掴んだ。

　すると、フレデリクが吐息じみた苦笑を零す。

「これってどれのこと？　中をこすってるもののこと？　俺の手？　それとも、俺？」

　足の先から覚えのむずがゆい痺れが上ってくる。

　あと少しで限界を超える。

「あ……駄目、中……イっちゃ、う」

　たまらず親指に吸いつき、ちゅうちゅうと吸いつくと、フレデリクがクッと眉を寄せた。

「あぁ、くそ──っ、可愛いな」

　悪態じみた言葉を吐き出すと、膝が胸につくほど折り曲げさせられる。穿たれる角度が変わったことで、さらなる快感がヘイディアを襲った。

「い──あっ、あっ……ぁあ！」

　肌がぶつかり合うたびに、湿った音が鳴る。

　せりあがってくるものに抗いきれるわけがなく、ヘイディアは強烈な法悦を感じながら、意識を飛ばしてしまった。







　その後、ヘイディアがベッドから出たのは、昼を回って夕方に近い時刻だった。

「──お腹、空いた」

　途中、空腹を訴える音に目が覚めたヘイディアは、寝ぼけ眼でそう言ったらしい。

　うろ覚えなのは、ヘイディア自身よく覚えていないからだ。

　ヘイディアはフレデリクに抱きかかえられながら、彼の膝の上で、彼に食事を食べさせられたのだとか。うつらうつらとまどろむヘイディアに、彼はせっせと口当たりのいい果物を数切れ食べさせた。どうにか飲み込んだところで、また眠りに落ちたヘイディアが、はっきりと目を覚ましたのが夕方だった

　たくさん眠ったおかげか、疲労感はさほど残っていない。

　その頃には、フレデリクはさすがにベッドから出ていて、トラウザーズとシャツ姿で椅子に座って本を読んでいた。

　傾き出したあかね色の日の光が、金色の髪をなんとも不思議な色合いに染めている。その美貌に落ちる陰影が、ぞくりとするほど彼の美しさを引き出していた。

　簡単に身繕いを整えられたのち、ヘイディアは二人掛けのソファに座るフレデリクの膝の上に乗せられていた。

　もう少ししたら、ダントンが少し早い夕食の準備を整えてやってくるはず。今日は食堂には行かず、この部屋で食べるのだとか。

　それにしても、相変わらずフレデリクの距離感はおかしい。あちこちを撫で回す彼は、離れたら死んでしまう病気にでもかかっているのだろうか？

「ヴァルカ辺境伯様」

「急にどうしたんだ。ヘイディはずっとラフルだっただろう」

「フレデリク様」

「次、呼ばないとベッドに連れ戻す」

　さらりと告げられた恐怖の宣告に、ヘイディアの意地はあっさりと折れた。

「……ラフル」

　しぶしぶ愛称で呼べば、フレデリクが蕩けるほどの笑みを浮かべた。

「何、ヘイディ」

　顔を寄せ、頬に口づけてくる。

「あのね、やっぱりこういうのは間違っていると思うわけよ。何度も言っているけれどあなたは結婚する身なの」

「まだその話続ける？」

　ちゅっと音を立てて、触れるだけの口づけが落ちてきた。甘さしかない仕草をやんわりと手で躱しつつ睨めつける。

「あのさ、君が一生懸命俺を説得したがっているのは十分伝わってるけど、正直くだらなすぎて飽き飽きしてる。俺はヘイディアとしか結婚しないと言ってるのに、君は恐ろしいほど頑なに俺の話だけ聞かないよな。そんなことより、俺たちはもっと大事な事を話し合うべきだと思わないか？」

「たとえば？」

「俺との結婚のこと。いつにしようか」

　大事な話をしているのに、フレデリクは気乗りしないのか、まともに取り合ってもくれない。

　ムッとすると、「可愛いな」と口元をほころばせ、頬を指で突かれた。

「昔から可愛かったけれど、今はもっと可愛い。ヘイディ以上に可愛い子なんて見たことがない。純白のローブ姿も可憐だったけど、昨日着ていた若草色のワンピースもよく似合ってた」

　歯の浮く甘言も、フレデリクが言えば様になるのだから不思議だ。

（でも三回も可愛いと言わなくていいんじゃない？）

　ヘイディアの知っている彼は、そんなこと絶対に言ってくれなかった。

　今の彼は、どうにかしてヘイディアを自分の側に留めておこうと必死になっているようにも見える。

（私が聖女だったから？）

　けれど、ヘイディアにはもう神聖力はない。

　このことは、まだ公にはなっていない。

　もしフレデリクが知ってしまったら、どう思うだろう。それでもまだ、ヘイディアをつなぎ止めておきたいと思うだろうか。

　ヘイディアには、彼がどんなつもりでいるのかわからない。

　フレデリクの何を見て、彼の本心を知ればいいのだろう。

　昔は、考えずとも自然と他者が自分に向ける感情を感じ取ることができた。

　だが、神聖力を無くしてからは相手の気持ちがまったく感じられなくなった。

　無意識に神聖力を頼っていたヘイディアは、他人の気持ちを推し量ることに慣れていない。

　そうこうしているうちに、ダントンが食事の用意を整えてやって来た。

　テーブルに並べられていく料理は食事だけでなく、甘いお菓子も所狭しと並んだ。しかも、よくよく見ればどれもこれも、ヘイディアの好物ばかりだ。

　パーティーでもあるのかと目を疑う豪華さに、ヘイディアは目をまたたかせ、夕食とフレデリクを交互に見遣った。

「気に入らなかったか？」

　むしろ、大歓迎だ。

　テーブルが埋まるほどの料理を見るのは、いつ以来だろう。

　準備を整えてくれた使用人の中には、メイド長のタイラーもいた。

　嬉しくて、小さく手を振れば、タイラーが嬉しそうに笑みを返してくれた。ヘイディアにとって彼女は第二の母だった人だ。

　王宮や貴族の館に招かれたときも、豪華な食事は並ぶが、聖女にはさまざまな制約がある。神の代行者たる聖女は殺生が禁じられ、当然、肉料理を口にすることもできなかった。お菓子は堕落へ導くとされ、こちらも厳しく制限されていた。だから、ヘイディアの体つきは華奢というよりも痩躯と言った方がしっくりくる。最初は辛かったが、慣れてしまえばさほど苦に感じなくなった。

「──これを全部私が食べてもいいの？」

「ヘイディのために作られたものだ。存分に召し上がれ」

「ありがとう。じゃ、私もお礼をしなくちゃ。こんなにも豪勢なおもてなしをしてくれたんだもの。何がいいかな？　そうだ、特別な白湯を作るわ！」

「は？」

　フレデリクが間の抜けた顔になった。

　彼だけではない。部屋に控えているダントンをはじめタイラーや数名の使用人も目が点になっている。

「あ……っと、ごめん。白湯はあんまりだったわよね。別の何か……、何がいいかな？」

　彼らの反応に、自分がしでかしたことに気がついた。

（またやっちゃった）

　けれど、神聖力を失ったヘイディアにできるお返しはさほど多くない。加護も与えられなくなり、神殿では「役立たず」と陰口を言われていることも知っていた。ヘイディアの作る白湯は美味しいと、神官長が褒めてくれていたのを思い出し言ってみたのだが、ここはヴァルカ辺境伯家だ。白湯程度でありがたがる者はいないだろう。

（力がないと、何にもできないのね）

　傷を癒やすことも病気を治すこともできない。毒を中和することも、元気のない植物に活力を与えることもだ。

「昔みたいに屋敷のお仕事を手伝う、とかはどうかな？」

「馬鹿言うな。これはヘイディを歓迎するための料理だ。余計なこと考えるくらいなら、冷めないうちにトッドの作った料理を食べてやれ」

　そう言うと、フレデリクがマドレーヌを摘まんで口元へ運んできた。

　トッドは、ヘイディアが子どもの頃からヴァルカ辺境伯家の調理人をしている男だ。よくフレデリクと調理場に忍び込むと、彼は内緒でおやつをくれた。見た目は巨漢だが、繊細で心優しい人なのだ。

（嬉しいな、私のこと覚えていてくれたんだ）

　出された料理がヘイディアの好物ばかりなのも頷ける。きっと、どれも懐かしくて優しい味がするに違いない。

　ダントンが淹れた紅茶をテーブルに置いた。

「ヘイディア様、お砂糖はお二つでよろしかったでしょうか？」

「二つも入れていいの？」

　昔は、砂糖は貴重なものだった。ヘイディアもヴァルカ辺境伯家でしか甘いお菓子は食べられなかった。

　当然、厳格を重んじる神殿でも甘い物は滅多と口にしなかった。それを一杯で二個も使えるのだから、贅沢極まりない。

「もちろんでございます。ヘイディア様が大地を清めてくださったおかげで、十年の間でさまざまな恵みがございました。砂糖も今では、庶民たちにも身近なものとなっております」

「そうなのね、よかった」

　甘いお茶に、甘いお菓子を好きなだけ食べられる。

　なんて幸せなことだろう。

　みんなが笑顔になれるのなら、頑張った甲斐があった。

　自然と口元に笑みが浮かぶと、フレデリクがフィナンシェを口へと持ってきた。

「ほら、そろそろ口開けろ。あーんだ」

「ラフル、私はもう子どもじゃないのよ。一人で食べら──」

　文句もそこそこに、口の中にフィナンシェを放り込まれた。

　途端、ヘイディアが目を輝かせた。

「んん──っ、美味しい！　トッドはますます腕を上げたのね。甘さも焼き加減も完璧だわ。ふんわりとした食感が口の中で溶けてしまうの。バターの余韻が口いっぱいに残ってて、最高……！」

「ヘイディ、お茶の代わりもどうぞ」

　そそくさと、フレデリクがティーカップを持ってくる。

「ありがとう。──んっ、お紅茶なのに桃の香りがするわ！」

　初めて味わう紅茶に目を丸くさせる。

「ルワイ地方で栽培された最高級品に桃の香りを混ぜ込んだものでございます。アイスティーにすると、フルーティな香りが引き立ち、大変美味しくお召し上がりいただけます。よろしければ、ご用意いたしましょうか？」

「えぇ、もちろん！　絶対に飲んでみたいわ」

　ヘイディアはあまりの美味しさに、夢中になって夕食を食べた。焼き菓子の他にも白身魚のパイ包みや牛のホホ肉のシチュー。たっぷりとベリーソースのかかった鶏肉のロティ。どれも絶品のひと言で、何を食べても悶絶するほど美味しい。新鮮な野菜のサラダは、素材の味と甘みが存分に感じられた。

　神殿でも野菜を育てていたが、北の地で育つ野菜は寒さにさらされているせいか、甘みが強い。

　十年ぶりに口にする肉料理に、身体の全細胞が驚きに打ち震えていた。

　頑なにフレデリクを拒んでいた心も、すっかりほぐされてしまうほどの美味しい料理に舌鼓を打つ。

　気がつけば、フレデリクと昔話に花を咲かせていた。

　フレデリクの真似をして小高い崖から飛び降り、前ヴァルカ辺境伯夫妻にしこまた怒られたことや、ヘイディアがこっそりと飼っていたおたまじゃくしが一斉に蛙になって屋敷中を飛び回った話。ベイカーと名付けた元捨て犬に追いかけられ、泥だらけになった話に、フレデリクに喧嘩をふっかけてきた貴族に、ヘイディアが泥団子を投げつけて果敢に立ち向かったときの話など、尽きることのない思い出話に、ヘイディアたちだけでなくタイラーやダントンも笑っていた。

　もうお腹いっぱいだとフォークを持つフレデリクの手を押しとどめた。

「もういいのか？　まだどれも二口ほどずつしか食べてないだろう？」

「美味しいけれど、一度にたくさんは入らないわ。だって、お肉も甘いお菓子も久しぶりなんだもの」

「大げさだな。せいぜい三日くらいだろ？」

「十年くらいかな」

「は？」

　神殿での生活を伝えると、フレデリクは美貌を驚愕で染めた。

「嘘だろ。それで一日中浄化してたって言うのか？　体力も持たないだろ？」

「大丈夫よ。お肉の代替えとして大豆や芋を食べていたし、慣れれば大したことないわ。それに浄化も封印のほころびを直すのも、私しかできないことだと思えば、張り切るしかないじゃない」

　巡行で国中を巡ってわかったことがあった。

　伝承でしかなかった女神マザームに封じられた悪しきものは実在する。肌で感じたからこそ、その禍々しさと強大な悪意が危険だと実感した。そんなものが封印のほころびから発していれば、大地も枯れる。

　しかし、その地で生活をしている者は、おいそれと居住区を変えることはできない。痩せていく大地だろうと、どうにかして生計を立てていかなければならないのだ。

　彼らの苦労はいかほどのものだったろう。

　苦しみの中にある彼らを救い出せるのは、神聖力を持つ聖女しかいない。封印をほどこし直し、大地を蘇らせるのだ。

　七年ですべての封印をほどこし終えることができたのも、ヘイディアの並々ならぬ努力があってのこと。

　だが、ヘイディアはそれを鼻にかけることは一度もなかった。

　自分がしていたことは、ヴァルカ辺境伯領で暮らしていたときとさほど変わらない。少し規模が大きくなっただけで、日常的なことだったからだ。

「国中のみんなを幸せにすることはできなくても、一人でも多くの人が笑って暮らせるようになればいいなって。そう思ってたの」

　浄化された大地を見て、みんな喜んでいた。

　ありがとう、と嬉しそうに言ってくれる声が、明日への活力になった。

　ヘイディアの努力が実を結び、民の生活をうるおしているのだと実感できる日が来るなんて、夢のようだ。

「ヘイディはすごいな」

「そうかな？」

　くすくすと笑い、差し出された果物をほおばる。綺麗にくし切りに切り分けられた真っ赤な果肉のウワの実だ。甘い果汁が口いっぱいに広がる幸せに、うっかり頬が落ちてしまいそうだ。

（懐かしい味）

　ヘイディアが両親と住んでいた家にもウワの木あり、収穫時期になるとフレデリクと木に登っては実を落としていた。ちょうど今頃だった気がする。

「もしかして、うちの？」

　問いかけに、フレデリクが満足そうに頷いた。

「よくわかったな」

　理由はないが、なんとなく彼ならそうするのではと思った。

「両親のこと、ありがとう。神官長様から聞いたの。ラフルが両親を埋葬してくれたって。家も残してくれたのよね」

「領主として当然のことをしたまでだ。それに、君が戻ってきたとき、帰る場所が必要だろう？」

　ろくでなしになったわりに、フレデリクは心の柔らかい部分を的確に突いてくる。

「優しいのね」

「ヘイディ限定だけどな」

　口まで上手いのは、これも手管の一つなのだろうか。

　気のある振りをされ続ければ、異性に免疫のない令嬢など簡単に落ちてしまうだろう。

（たまったものじゃないわね）

　空腹が満たされると、だんだんと思考もはっきりしてくる。

「でも、良識ある領主様は年頃のレディを膝に乗せたりしないのよ」

「愛する人を腕の中に閉じ込めておくのは、男のロマンであり、性だ」

「またそんな軽口言って。騙されないんだから」

「大丈夫、全部本気だ」

　目尻を下げ、楽しそうに笑うフレデリクは綺麗だ。

　いつの間にか日が落ち、窓の外に見える暗くなった空には、星がまたたき出した。神殿にいるときも、忙しさから過ぎる時間の早さに驚いたが、フレデリクといると何もしていなくても一日なんてあっという間だ。

「昨日から豊穣祭が始まってるんだ。行ってみるだろう」

「え？　あ──、どうしようかな。いつ？　今から？」

「ヘイディが望むときに。今からでも明日でもいいよ」

　聖女でいる間は、女神の代行者であることから外に出るとこは顔に薄い布をかけていた。だから、一見しただけではヘイディアが聖女だったとわかるものは、そういない。

　だが、ヴァルカ辺境伯領となれば話は違う。

　彼らはヘイディアが聖女になったのを知っている。

　神聖力が枯渇した聖女は、ガルモント国の長い歴史でもいない。ヘイディアが最初で最後の力を失った聖女になるかもしれないのだ。

　けれど、行きたくない理由を言うこともできない。

「みんなヘイディに会いたがってる」

「……じゃ、明日行こうかな」

　そんな風に言われたら、行かないとは言えなかった。





　❖❖❖






　ヘイディアの表情が曇った瞬間を、フレデリクが見逃すはずがなかった。

　半生をかけて行うとも言われてきた聖女の務めを、十年で終えたと聞かされたときは、耳を疑った。

　彼女の神聖力が並外れていることは、早くからわかっていた。

　物心つく前から神聖力を使っていたヘイディアにとって、弱ったものを元気にするのは当たり前のことだった。

　両親も、彼女の両親も、ヘイディアを知る者たちは、その力に慄き、同時に警戒した。

　当時は、まだ可能性という言葉でしかなかったが、ヘイディアを守るために力の存在には箝口令を強いていたほどだ。

　領主として、国を護る辺境伯としては間違った選択だとしても、彼らは幼いヘイディアが聖女であることを公表すべきではないと判断した。

　かつてヴァルカ辺境伯家の歴史の中にも、聖女となった者がいた。

　しかし、彼女は王族や貴族、多くの民たちに望まれるまま神聖力を搾取され続けたことで、若くして命を落としてしまったのだ。

　ヘイディアが神聖力を持っていることが王家に知られれば、間違いなく聖女として神殿に召し上げられてしまう。そうすれば、二度と自分たちの元に戻ってくることはないだろう。

　二度と、痛ましい運命を辿らせるわけにはいかない。

　しかし、フレデリクにはそれ以外にも警戒すべき事案があった。聖女となった者は、生涯を女神に捧げるか、王族に組み入れられてしまう。

　そんなことを許していいわけがない。

　しかし、フレデリクたちの隠蔽工作も、裏切りという形で神殿に知られることとなった。密告したのは屋敷で働いていた若い女だった。

　彼女はフレデリクに色目を使い、あわよくば妻の座を狙っていたのだろう。フレデリクがなびかないことに腹を立て、ヘイディアの存在を神殿へ密告したのだ。

（いっそ口を封じておけばよかったな）

　いずれ知られるだろうことでも、あと数年は遅らせることができたはずだ。噂の真偽を確かめに来た神官は、ヘイディアの類い希なる力を目の当たりにした途端、彼女を「小さな聖女」と呼び跪いた。

　なぜヘイディアは神官などに着いていってしまったのだろう。

（あんなに俺が嫌だ、行かないでと言ったのに）

　聖女になるくらいなら、結婚してほしいとまで言い募った。

　誰よりも近くでヘイディアの成長を見守ってきたという自負がフレデリクにはある。

　だからこそ、フレデリクには絶対に断られない自信があったのだ。

　少し変わった感性を持っているが、純真で心優しいヘイディアが大好きだった。

　ヘイディアといると心が前向きになれる。

　彼女は楽しいことを見つける天才だった。

　フレデリクは、ヘイディアが自分に好意を持っていたのを知っている。平民だろうと、フレデリクも妻にするならヘイディアがいいと思っていた。時期が来れば、正式に結婚を申し込む心構えもできていたのに──。

　当初はフレデリクの懇願を振りきってまで、聖女になったヘイディアが憎らしかった。

　辺境伯夫人よりも、聖女としての名誉を選んだのだ、と思わずにはいられなかったほど、現実を受け入れることができなかった。

　彼女が驚異的な速さで大地を浄化し、封印のほころびを修繕して回っていると聞いたときも、素直にその功績を喜ぶことができなかった。

　聖女巡行が自分の領土近くに来たときも、会いに行くべきか迷った。しかし、どうしてもひと目みたい気持ちに抗いきれず、フレデリクは聖女となったヘイディアを初めて目にした。

（なんて神々しい──）

　ヘイディアの祈りの声に呼応して、不浄な大地がみるみる清浄なものへと浄化されていく。枯れた土地が息吹を吹き返していく様に、フレデリクはまばたきをするのも忘れて、見入った。フレデリクはもちろん、聖女がもたらした奇跡を目の当たりにした人々はみな、言葉を失っていた。蘇った大地に、次の瞬間、民たちは雄叫びを上げ、聖女を賞賛した。響く歓声の中、ヘイディアは立ち上がり、一礼する。ベールに隠された表情は、フレデリクの居る場所からではベールに隠された表情まではうかがい知ることはできない。

　けれど、フレデリクが覚えているよりも、ずっとヘイディアは細くなっていた。祈りを捧げる声は力強かったが、民の声に応える彼女の声は弱々しい。

　ヘイディアのかたわらにいる神官の手を取っているが、その手が震えているのをフレデリクは見過ごさなかった。

（馬鹿野郎、力の使いすぎだ──ッ）

　本当は立っているのもやっとの状態なのだろう。

　神聖力を酷使することは、寿命を縮める行為も同然。

　けれど、ヘイディアは己の苦しみは微塵も見せず、民に声をかけ続けている。

　「もう大丈夫」、「苦しいだろうけれど、どうか頑張って」、「あなたたちにたくさんの幸せが訪れますように」。

　ヘイディアの語る言葉に後ろむきなものは一つとしてなかった。

　こんなこと、誰もができることではない。

　相当な覚悟がなければ、命は削れない。

（俺が間違っていた）

　国のため、民のために尽力し、己の使命を邁進する姿に、己の浅はかさを思い知らされた。

　わき上がる敬意に促されるまま、その場に跪き、ヘイディアに頭を垂れた。

　いつの間にか、ヘイディアを自分のものさしで見ていたことに気づいた瞬間でもあった。

　ヘイディアは名声など望まない。

　彼女はいつだって目の前のことしか見ていない。前向きで、みんなが笑顔でいることを望む子だった。

　全力で物事に臨むからこそ、やや暴走しすぎる傾向にあることも。

　だからこそ、大事にしたい。

　ヘイディアが自分を大事にしないなら、フレデリクが彼女の分もいたわり、癒やしたい。

　自分以上に彼女を想っている者などいるはずがないのだ。

「わ、私、ちょっと疲れちゃったみたい。ベッドに戻ってもいいかな？」

「それじゃ、湯浴みをしてくるといい。疲れが取れてゆっくり眠れるだろう」

「うん、ありがとう」

　侍女に連れられ、部屋を出ていくまで、フレデリクは笑みを崩さなかった。

　ダントンが淹れ直した紅茶をテーブルに置いた。

「念願が叶いましたね」

　おめでとうございます、とうやうやしくダントンが頭を下げた。父の代から家令として仕えるダントンの鉄仮面ぶりは承知しているが、今は心なしか頬が緩んでいるようにも見える。

　それを見て、フレデリクはふんと自嘲的な笑みを浮かべた。

「そうでもないさ。ヘイディは俺と絶交したいんだ。どうやら噂が気に入らないらしい」

「噂でございますか？」

「結婚が決まっている身で、彼女に手を出した俺は最低なんだと叱られた」

　必死に貞操概念を語る彼女は、悶えるほど愛らしかった。

　昔から少し変わった感性を持っていた子だったが、年を経ても彼女は何も変わっていなかった。大人びた顔つきにこそなっているものの、ヘイディアの持つ純真さは一つとして損なわれていない。むしろ、欲望をむき出しにフレデリクの愛をねだってくる令嬢ばかり見ていたせいか、ヘイディアが醸す素朴で清涼な雰囲気が嬉しかった。

　求めていたものに、もう一度出会えた奇跡に歓喜した。

　空から降ってきた彼女を見た瞬間、どれだけ自分がヘイディアを渇望していたかを実感した。

　あぁ、ヘイディアが戻ってきた──。

　腕の中に抱きとめたら、二度と手放せなくなった。

　たとえ、彼女が思い描いている未来があったとしても、そこにフレデリクがいないのなら選ばせない。

　ヘイディアはまだ話してくれないが、彼女は秘密を抱えている。

『聖女様が神聖力を失ったという噂があるの』

　噂話をフレデリクに話して聞かせたのは、カンナス侯爵令嬢トゥーリアだった。

　人は彼女を新緑の妖精のようだと言う。

　銀色の髪に、長い睫が愛らしい顔立ちに落とす陰は儚さを醸し出していたが、フレデリクにしてみたらまったくどうでもいいことだ。

　だが、トゥーリアはフレデリクの周りでうるさく騒ぐ令嬢とは少し様相が違った。フレデリクと接しても、大げさにはしゃいだりしない。落ち着いた物腰と控えめな仕草は、側に置いてもうるさくなかった。

　それに、彼女の家系は女神マザーム信仰に熱い。

　一族には本殿の神官も排出しており、彼女自身、熱心な信者で月に一度は参拝しに行っている。

　フレデリクが、トゥーリアの存在を許していたのは、彼女がヘイディアの近況を知る者だったからだ。

「フレデリク様がこれまで誤解を解いてこられなかった報いでございます。早々に身の潔白を証明されるべきです」

「もう手を出しちゃったのにか？」

「随分とお励みになられたのは大変喜ばしい事でございますが、そこは辛抱なさいませんと。何事も順序がございます」

「仕方ないだろう。十年も待ったんだぞ」

　どれだけこの日を待ち焦がれたことか。

　彼女が救いを求める者を見捨てられない性分であるのを承知で、ヘイディアの前で毒と偽り安眠剤を飲んだ。

　本来は昂ぶる精神を鎮めるはずなのに、恋い焦がれたヘイディアが目の前にいたことで薬はまったく作用しなかった。むしろ、猛烈に湧き上がってきた劣情に、心も身体もかき立てられた。

　何度爆ぜても一向に収まらない欲望に、ヘイディアが気をやったことすら気づけなかった。夢中で腰を振りたくり、孕め、孕めと念じながら彼女の中に精を吐き出す快感は、やみつきになりそうだ。

　この世に、あれ以上の快感などあるわけない。

「最高だった」

　ほうっと息を吐き、悦楽の余韻にうっとりと目を閉じる。

　彼女の身体中に残る情事の痕を見たら、タイラーあたりが激怒しそうだ。

（絶交なんてしてやるものか）

　ヘイディアは頑なにフレデリクに婚約者がいると信じて疑わないが、なぜそんなことになっているのか理解できない。

　フレデリクは辺境伯位を継いだとき、妻に娶るのはヘイディアだけだと宣言している。

　昨夜の行為が初めてだったのは、フレデリクも同じ事。

　自分の子種はすべて彼女に捧げると心に決めていた。そのせいで、箍が外れてしまったのは反省するところではある。

　聖女となった以上、ヘイディアを得る術は彼女が聖女として封印の儀を終わらせるしかない。彼女が聖女の役目に誇りと使命感を持っているのが伝わってきたからこそ、フレデリクはいつまでも待つ覚悟があった。

　そんなフレデリクの一途な想いは、屋敷中の人間が知っている。

　聖女となる前の彼女を知っている者も、そうでない者もみんなヘイディアの帰りを待っていたのだ。

　彼女が大好きだったお菓子を準備し、彼女のためにしつらえた衣装だけで一部屋埋まるほどある。

　すべてはヘイディアに喜んでもらいたいため。

（大好きだ）

　フレデリクは満足げな笑みを浮かべて、紅茶を飲んだ。

　だが、平穏な時間はタイラーの悲鳴で終わった。

「ヘイディア様が脱走しました!!」





　❖❖❖






（みんなごめん）

　優しくしてくれたのに、裏切る真似をしたことをどうか許さないで。できれば、そのまま見限ってくれたらいいのに。

　ヘイディアは、湯浴みを手伝うというタイラーを説得し、どうにか一人になることができた。あとは、浴室の窓から外に出ればいいだけだ。

　荷物を取りに戻っている余裕はないだろう。

　国からもらった報奨金はもったいないが、お金なら住み込みの仕事をしながら稼げばいい。こんなとき、平民の出であることにつくづく感謝した。

（貴族だったら、一人で生きていけるわけないもの）

　傅かれることに慣れた者たちが、自分で服を洗濯し、汗水流して働くことなどできるだろうか。綺麗なドレスもなく、手は水仕事で荒れてしまうことに我慢できるだろうか。

　タイラーに明日、街へ着ていく服を見てみたいとわがままを言って出してもらったものに着替え、木を伝って地面に降りる。

「ごめん、ラフル。やっぱり私、あなたとは結婚できない」

　トゥーリアの泣き顔が頭から離れない。

　フレデリクと情を交わしたことを責められているみたいだった。

　順調に屋敷を抜け出せたヘイディアは、にわかに屋敷が騒がしくなったことに気がついた。

　もうバレてしまったのだろうか。

（急がなくちゃ）

　足音を忍ばせ、それでも足早に敷地を突っ切っていく。街へ出てしまえば、そう簡単には見つからないはずだ。

　息を切らしながら、鉄格子の門を目指していると、ふと後ろから猛追をかけてくる気配があった。

「何っ!?」

　振り返ったヘイディアの眼前に迫っていたのは、真っ黒な大きな犬たち。

　次の瞬間、群の一頭がヘイディア目がけて飛びかかってきた。

「や──ッ!!」

　ぎゅっと目を瞑った次の瞬間。

「ワフッ!!」

　地面に押し倒した犬が、大きな舌でヘイディアの顔をなめ回し始めた。この手触り、顔を人の身体にこすりつける癖。もしかして──。

「ま……っ、えっ？　ベイカー？」

　ヘイディアとフレデリクが拾った元子犬ベイカーが、勇ましく「ワン！」と吠えた。

　すると、他の犬たちも一斉に吠え始める。自分たちの居場所を知らせるような吠え方に、ヘイディアは慌てた。

「えっ、ちょ、ちょっと静かに──」

　そこへ、騒ぎを聞きつけたフレデリクたちが駆けつけた。

「──あ……」

　金色の髪が月明かりを受けて燃えるように輝いている。アイスブルーの鋭い視線を、ヘイディアは直視することができなかった。後ろめたいから俯いてしまう。

「やってくれたな。まさか逃げ出すとはね。──で、言い訳は？」

　抑揚のない声が、冷たく言い放つ。

「明日、一緒に豊穣祭に行こうと約束したばかりじゃないか」

　怒っている。……いや、違う。拗ねているの？

　ヘイディアを詰る声は、約束を反故にされた子どもみたいだと思った。フレデリクは、本当に明日のおでかけを楽しみにしていたのだ。

（なのに、私は）

　そんな彼の気持ちを無下にしてしまったことに心が痛い。

「……ごめん、なさい。でもっ……きゃあ！」

　私にも事情がある。

　そう弁明をしようとした矢先、またしてもフレデリクの肩に担がれた。

「服はどうした」

「私がお渡ししました。フレデリク様、私の失態でございます。申し訳ございませんでした」

　タイラーが蒼白になりながら、地面に頭をこすりつけた。

「お前は俺の許可が出るまで謹慎だ」

　事実状の解雇宣告に、ヘイディアの方が真っ青になった。

「そんなっ、違うわ！　私がどうしてもと頼んだの、一人でしたことなのっ。タイラーは関係ない!!　だから罰を与えるなら、私一人にして!!」

「それで俺が許すとでも？」

「な、何でもするわ！　だから、お願い。タイラーを罰しないでっ」

　無情な仕打ちにヘイディアはぽろぽろと涙を零した。肩に担がれているせいで、涙が頬を伝わず地面に落ちていく。ヘイディアは嗚咽を零しながら、フレデリクの背中を拳で叩いた。ついでに顔を押しつけ、涙を拭う。

「それが人に許しを乞う姿か」

　ため息をついて、フレデリクがヘイディアを抱きかかえ直した。それでも、子どもを抱くみたいに片腕に座らされる格好だ。

「ヘイディ、顔を見せて」

「ごめ──ごめんなさい」

「悪いと思っているなら、素直に従って」

　少し強めな口調は、それでも先ほどよりもずっと優しかった。

　おずおずと顔を上げれば、仕方なさそうに口端を下げたフレデリクが見えた。大きな手が頬を伝った涙を拭う。

「二度としないと誓える？　だったら今回に限りタイラーの処分は不問にする」

「も、もちろんっ！　女神マザーム様にも誓うわ！」

　涙声を詰まらせながら、ヘイディアは力強く答えた。

「タイラー、他の者も仕事に戻れ。騒がせたな」

　お咎めがなかったことに、ほっと胸をなで下ろしていると、「安堵するのは早いんじゃないか？」とフレデリクが片眉を上げて言った。

「俺がどんな気持ちだったか。一晩中かけてみっちり教えてあげる。それこそ、逃げ出す気も起きないくらいにな」

「えっ、え!?」

　フレデリクがさわりと背中を撫でる。思わせぶりな手つきに、びくんと肩が跳ねた。

　慌てふためくヘイディアを見て、フレデリクがにやりと口端を上げた。

「とりあえず、風呂だな」

「嘘、だって昨日もしたのにっ！」

　ヘイディアの嘆きが夜の庭に響くも、二人のあとをついて歩くベイカーは嬉しそうに尻尾を振っていた。







【第三章：聖女の告白】








　豊穣祭は活気に溢れていた。

　ヘイディアが覚えているよりも、今の方がうんと賑わいがある。

　ヴァルカ辺境伯領は、さほど不浄なものに穢されていなかったが、それでも封印をほどこし終える前と後では、これほど違うものなのか。

「すごい人ね」

「ヘイディ、はぐれないよう手を繋いで」

　そう言うなり、フレデリクの大きな手にぎゅっと右手を掴まれた。

　正直言って、まだ気怠さが抜けない。

　昨夜は宣言どおり、一晩中フレデリクからどれだけ心配をかけさせたのかを身をもって教え込まれた。

　苦しいくらい熱い欲望で責め立てられ、何度気をやっても彼は許してくれなかった。

　獣のように四つん這いになって彼を受け入れさせられたかと思えば、今度はフレデリクに跨がり、腰を振るよう強要された。

「ヘイディ、俺の顔に跨がって」

　彼がまき散らした精が滴り落ちる蜜穴を、フレデリクの舌が出入りする痴態に、ヘイディアの羞恥は焼き切れそうだった。

（でも、すごく気持ちよくて）

　恥ずかしい体勢を取らされるほど、身体は快感に悦んでいた。

　「だめ」と「気持ちいい」が同じ意味になっていたときには、空は白み始めていたと思う。ようやく解放されたときのことは覚えていない。

　いつの間にか気を失い、気がついたら情事などなかったように身体が清められていた。

　ヘイディアは改めてタイラーに頭を下げて、二度と迷惑をかけないと誓った。

　街を歩くと、「ヘイディア！」と呼びかける声とフレデリクを呼ぶ声がそこここから聞こえた。

「よぉ、ヘイディアじゃないか！　久しぶりだな!!　長い間、お疲れさん！　えらくおめかしして、ついにデートか？」

　子どもの頃からヘイディアを知る雑貨店の店主コスティは、ヘイディアと同じ年の娘がいる分、親近感を覚えるのだろう。聖女になる前もよく声をかけてくれた。

　今日は神殿を出るときに着ていた若草色のワンピースではなく、胸元で切り返しのある水玉模様が全面に描かれたフレアワンピースを着ている。歩くたびに、裾がふわふわと揺れるのが可愛い。肌触りのいい生地のバルーン袖のほどよい膨らみが、細いだけの腕を華奢に見せてくれる。

「そんなんじゃ」

「そうなんだ、やっと念願が叶ったんだ」

　否定しようとしたヘイディアの声に、フレデリクの嬉しそうな声がかぶさった。

　コスティは「そっかぁ、いやよかったな！」と力強くフレデリクの肩を叩いた。

「うちの娘が先月子どもを産んだんだ。よかったら見に行ってやってくれよ！　ヘイディアが戻ってくるのをそりゃ楽しみに待ってたんだぞ」

「私のことを？」

　コスティは当たり前のように、ヘイディアの労をねぎらった。

　聖女が生まれ故郷に帰ったという事例はない。巡行を終えた聖女は生涯を神殿で過ごすか、王族と結婚してきたからだ。

（どういうことなの？）

　なぜ、彼らはヘイディアがヴァルカ辺境伯領に戻ってくると思っていたのだろう。

「もちろん、伺うわ」

　それでも、ヘイディアの帰りを待っていてくれる人たちがいたという事実が嬉しかった。

　すると、コスティが声を潜めて言った。

「ついでと言っちゃなんだが、できれば娘と孫に加護を授けたりはできないか？　昔はよく怪我をしたときにぱぱっと治してくれたアレだよ。どうも産後の肥立ちが悪くってなぁ」

「……え？」

　びくりと肩が震えた。

　すうっと身体から血の気が引いていくのがわかる。

『偉業を成し遂げても、今じゃ役立たずの聖女だろ』

　聞こえた陰口はいつのものだったろう。

　もし、以前の自分ならすぐにでも彼女の元へ向かっただろう。

　「おめでとう」と伝え、母子とも健やかに暮らせるようにと加護を授けたはず。

　けれど、今のヘイディアにそれはできない。

（どうしよう、こんなときなんて言えばいいの？）

　何か言わなければと思うも、言葉が喉に詰まって出てこない。そのうち、身体が小刻みに震え始めた。

　みんなはヘイディアに神聖力があると思っている。期待を裏切られた者たちがどんな顔をするかは嫌と言うほど知っていた。

（どうしよう──ッ）

　思わず視線を下げたときだった。

「コスティ。忘れたか、それはできない」

　さりげなくヘイディアを腕に抱きかかえると、フレデリクが凜とした声で言った。

　ふわりと香る馴染んだ匂いに、強ばっていた身体から力が抜ける。

「そ、そうか。そうだったな。悪い、ヘイディア。無茶言った。忘れてくれ」

　窘められたコスティは、気まずげな様子だった。

　神聖力を使う相手に規制はない。困っている人になら分け隔てなく使うべきものだ。かつてヘイディアも巡行の途中で出会った怪我人や病人たちを治癒してきた。

　なのに昔の知り合いが力を必要としてくれているのに、どうすることもできないことが歯がゆい。申し訳なくて、ヘイディアはフレデリクの腕から出ると、小さな声で「ごめんなさい」と謝った。

「あんた、もしかして聖女か？」

　そこへ、会話を聞いていた客の一人が声をかけてきた。

「なんだよ、聖女も意外とケチなんだな。加護くらい減るもんじゃないんだし与えてやりゃいいじゃん。それとも、俺らみたいな平民にはもったいなくてやれないか？」

　露骨な皮肉に再び身体中の血の気が引いていくのを感じた。

　声を上げた男は、旅姿をしていた。

　ガルモント国は聖女の素性については、秘匿としている。聖女を輩出した領地には箝口令を敷き、聖女も常に顔にベールをつけて活動する。

　それは、神聖力の乱用を防ぐためでもあり、ひいては聖女を守ることに繋がる。

　かつて無作為に力を搾取され、命を失った聖女がいたことで、国が聖女のあり方を定める法律を制定したからだ。

　だから、ヴァルカ辺境伯領の民たちも、ヘイディアを「聖女」と呼ばない。言ってはならないからだ。

　しかし、旅の男は法律などお構いなしに大きな声で話し出した。

「俺も聖女は見たことあるけど、顔を隠してた姿だったからな。女神マザームの代行者って言われるくらいなら、どんな美女なのかと思ってたけど。へぇ、思ったより普通なんだな」

　身を屈めて、男は無遠慮にヘイディアの顔をのぞき込んでくる。

　聖女としてではなく、容姿まで笑われたことにかっと屈辱で顔が赤くなった。思わず俯いてしまったのと、そんなヘイディアの前にフレデリクが立ち塞がるのは同時だった。

「やめろ」

　威圧感ある声に、男はたじろいだ。

「な……何だよ、本当のことだろっ」

　それでも、フレデリクに食ってかかるのなら、男はフレデリクが何者か知らないのだ。

「聖女ってのは、お役目が終わると贅沢ができるんだろ？　元は平民でも、聖女って箔がついてりゃ最強だもんな！　どんな貴族だって喉から手が出るほど欲しがるっていうじゃねーか。あんた、随分身なりがいいじゃないか。どこかの貴族か？　なら、どうせあんたも聖女の恩恵に与りたいだけだろ？　その見た目がありゃ、そんな平凡な女もイチコロだろうよ。そういやヴァルカ辺境伯領の領主は女たらしなんだってな！」

「ちょっと、あなた。いい加減にしなさいよっ!!」

　あからさまな侮辱に、反応したのはヘイディアだった。

　ヘイディアのことならいくらでも悪く言っていい。

　けれど、フレデリクまで貶められるのだけは許せなかった。

「何にひねくれてるのかは知らないけれど、不満があるなら、私たちじゃなく直接本人に言ったらどうなの。どれだけ他人を羨んだところで、元凶をどうにかしないと何も変わらないのよ。そもそも絡む相手が悪いわよ。フレデリクの顔は知らなくても、北の鬼才ヴァルカ辺境伯の名前くらいは聞いたことあるでしょ。彼が聖女の後ろ盾なんて必要とする人に見える？　悪いのは女癖だけで、あとは完璧なんだから！」

「ヘイディは少し黙ってろ」

「でもっ」

「いいから、それだけ言えば上等だ」

　背中から抜け出し男に突っかかると、フレデリクにぐいっと額を押されて戻された。

　男は、ヘイディアに言い返されるとは思っていなかったのだろう。もしくは図星を指されたのが悔しかったのか、顔を真っ赤にして全身をわななかせていた。

「──っ、てめぇっ！」

　しまった、と思ったときには、男が拳を振り上げていた。

　が、次の瞬間には、フレデリクに蹴りつけられ、男は地面に仰向けに倒れていた。

「下らん」

　冷めた目で男を一瞥すると、「ヘイディもだ」と背中に隠れるヘイディアを睨めつけた。

「俺のことになると血の気が多くなる癖は、少しも直ってないんだな。あと、さっきのアレ、俺を持ち上げてるんだか、下げてるんだかどっちだよ。少しもフォローになってなかったぞ」

「嘘は言えないわ。それに、ラフルを悪く言われて黙ってるなんて無理」

「だからって、誰彼かまわず噛みつくんじゃない。暴力に訴えてこられたら、ヘイディ一人じゃひとたまりもないんだぞ」

「そんなことないわよっ。私には──」

　神聖力がある。

　そう言いかけて、はたっと口を噤んだ。

（そうだった、もう力はないんだった）

　ヘイディアがいつも不思議な力で守られていた。誰かに物理的に傷つけられることがなかったのは、神聖力がヘイディアの周りに見えない壁を作って守ってくれていたおかげだった。

　けれど、それはもうない。

　いつまでも昔とおなじようにしていてはいけないと三年の間に学んだはずなのに、故郷に帰ってきたせいか、気持ちも昔に戻ってしまっていたらしい。

「ごめんなさい」

「いきなり素直になるなよ。不気味だな」

「な……、ひどいっ」

　ムキになると、フレデリクが「冗談だよ」と声を立てて笑った。

「ごめん。本当は嬉しかった」

　甘ったるい微笑に、見ているこっちが恥ずかしくなる。

　騒ぎを聞きつけてきた街の衛兵が、地面に伸びている男を拘束し、回収していく。

「牢に放り込んでおけ」

「かしこまりました！」

　無言で引きずられていく男は雑踏の中へと消えていった。彼がどんな気持ちでヘイディアたちに食ってかかったのか、今のヘイディアには知る術はない。

　もし、力があったなら彼の苦しみも癒やしてあげられていただろうか。

　後ろ髪を引かれる思いで見送っていると、ふと視界がフレデリクの手で遮られた。

「あんな者にまで情けをかけなくていい。どんな事情があったとしても、ヘイディを冒涜した罪の言い訳にはならない」

「大げさよ。私はそんな大それたものじゃないわ」

　失笑すれば、「国を護ったじゃないか」と言われた。

　そんなこと言われるとは思っていなくて、びっくりして視線を上げれば、アイスブルーの瞳が眩しげに細められている。

「誰にもできないことを君は成し遂げた。胸を張っていいことだろう？　お疲れ様、ヘイディア」

　珍しく愛称でない方で呼ばれたせいか、ドキリとした。

　巡行を終えてたくさんの人にねぎらってもらったけれど、フレデリクからの言葉が一番胸に染みた。

「そっか、誇っていいことなのか。──ふふ、ありがとうね」

「まったく」

　呆れ声にも優しさが混じった口調で、フレデリクがくしゃりとヘイディアの髪を撫でた。

「ヘイディア、その、すまなかったな」

　そこへ、雑貨屋のコスティが申し訳なさそうに声をかけてきた。

「ううん、私こそお役に立てなくてごめんなさい。加護の代わりと言うわけじゃないけれど、テテーゴ地方に産後の肥立ちにいいと言われてよく食べられている料理があるの。材料も珍しいものではないし、もしよかったら食べさせてあげて。あと、今の時期は控えた方がいい食べ物というのもあって」

　ただ淡々と巡行をしていたわけではない。地方へ行くとは、その土地の人たちと交流することで、ヘイディアは様々な知識を得た。

　コスティはヘイディアの説明に、目を見張りつつも興味津々だ。なるほどと感心しながら真剣に話に耳を傾けていた。

「ありがとう、早速食わせてみるよ！　これは、お礼だ。持っていってくれ！」

　渡されたのは、香炉だった。

「こんな高価な物、もらえないわ」

「いいって！　お礼と詫びがあるんだ。これでも足りないくらいだぞ」

　そうなの？　とヘイディアは戸惑い顔でフレデリクを見た。

「コスティの気がすむなら、いいんじゃないか」

「それじゃ遠慮なく」

　おずおずと受け取ると、コスティが満足そうな顔で頷いた。

「気を使わせちゃって申し訳ないことしたかな。もっと役に立てればよかったんだけど」

「十分役に立ててただろ。加護だけが人を助けるわけじゃない。得た知恵を伝えることの方が俺は価値があると思う。加護は一世代だけだが、知恵は受け継がれていく」

　背中に回ったフレデリクの手が、ヘイディアに歩くことを促す。

「ヘイディは、いつまで経っても他人のことばかりだな。もっと自分を優先していいんだぞ。無理してるだろ？」

「優先してない？　十分、幸せだと思ってるんだけど」

「全然してない」

　断言されて、ヘイディアは答えに窮した。

「たとえば、どのあたりが無理して見える？　自分じゃよくわからないわ」

　他人には歯がゆく思える人生でも、ヘイディア自身はこれでいいと思っている。毎日食べる物に困らない生活ができるだけで、十分幸せなことだ。

　けれど、フレデリクの思う幸せは、きっとヘイディアの思うものとは違うのだろう。

「一つ目、俺と絶交したがっているところ」

「それは──」

「二つ目、俺との結婚を反故にしたこと」

　一つ目と二つ目は、フレデリクがろくでなしのせいではないか。

　むくれると、「三つ目」とフレデリクが三本目の指を立てた。

「俺に隠しごとをしているところ。──いつから神聖力が消えた？」

「──ッ」

　不意打ちの問いかけに、ヘイディアの表情が強ばった。

　しまったと思ったときにはすでに遅く、「やっぱりな」とフレデリクが嘆息した。

「昔、ヘイディは人の感情を感じることができると言ったんだ。けれど、今の君は向けられる感情が悪意なのか、善意なのかわからないでいる。違うか？　神聖力があったなら、俺がなんの薬を飲んだかくらい、判別できたはずなんだ」

「神聖力にそんな力はないわっ」

「でも、俺が嘘をついていたことはわかったはずだ」

　間髪を容れず否定するも、すぐさま反論された。

「どこが嘘だったの？　毒が興奮剤だったこと？」

「あれはただの安眠剤。ダントンがどこの女が持ってきたかわからない薬をいつまでも俺の寝室に置いておくと思うか？」

「あ……」

　当たり前なことにすら、気がついていなかった。

　言われてみればそのとおりだ。

　つまり、フレデリクは嘘に嘘を上塗りしていたのか。しかも、実際は興奮を鎮める薬だったなんて。

「安眠剤を飲んであれなの……？」

　情熱的な一夜の間に、彼が眠気に誘われた様子はなかった。どこまでも獰猛で、欲望に忠実な獣だったフレデリクに、誰が安眠剤を飲んだと思うだろう。

「理由を知りたい？」

　フレデリクがヘイディアの顔をのぞき込んだ。

　アイスブルーの瞳がヘイディアの中に何かを求めている。

　彼はどうしてヘイディアの神聖力が消えたことを知っていたのだろう。神殿を出る日に迎えに来ていたこともそうだ。

　もしかして、フレデリクには未来を視る力があるのだろうか。

　そのくせ夜は安眠剤を飲まなければ眠れないほどの、何かを抱えている。

　眠れない夜、心を占めるのは──不安だ。

「ラフルこそ、何を隠してるの？」

　問いかけに、フレデリクは目を丸くさせた。

「何も。おかしなことを言うね。十年前から俺の気持ちは変わっていない。ヘイディを愛しているから、君が戻ってくるのを待ち続けていた。それが俺の事実であり真実だ」

　はぐらかされたと直感した。

「でもっ、あなたは婚約者と結婚するんじゃないの？」

　もしそれが事実なら、ヘイディアが聞かされてきた懺悔は何だったのだろう。

　どんな気持ちでフレデリクへの恋心を忘れようと決めたか。

『フレデリク様は私の婚約者です』

　あの言葉は、ヘイディアこそ言ってみたかったものだ。

　聞かされてからずっと呪詛のようにヘイディアの心に巣くっている。思い出すたびに苦しくて辛くて、フレデリクが憎らしかった。

（でも、どうなんだろう。どれが事実なの？）

　頑なに信じていた事実が、フレデリクと再会したことで揺らいでいる。彼の側にいて、彼の声を聞き、その温かな温もりに包まれながら、彼がくれる快楽と熱を感じるほど、フレデリクの言葉の方が事実を言っているのではないかという気になっていた。

　答えは一つしかないはずなのに、途中で絡まりもつれてしまったことで正解へ続く道がわからなくなっている。

「そこなんだけど、いったいヘイディは俺が誰と結婚するつもりだと思ってるんだ？」

　徐々に自分が信じていた正しいことに、違和感を覚えてきた。

　フレデリクの婚約者だと名乗り、切々と彼への想いを告げたトゥーリアに対し、フレデリクはヘイディアを愛していると断言した。

「──トゥーリア様」

　答え合わせに、フレデリクが思いきり怪訝な顔になった。

「どうして」

「彼女がそう言ったから」

　すると、フレデリクが心底呆れた顔で、ヘイディアの額を指で弾いた。

「痛っ」

「馬鹿だな、なんで俺の言葉を信じないんだ。結婚しようと言ったじゃないか」

「そうだけどっ、十年も前の約束なんて時効だと思うじゃない。それに、トゥーリア様からあなたの女癖の悪さを聞かされていたし、カンナス侯爵も結婚に同意していると聞いているわ。建国祭のときだって」

　あぁ、思い出したらまた悲しくなってきた。

　口を噤むと、「言えよ」と続きを促された。

「建国祭に何があったんだ？」

「やだ、言いたくない」

「最終的には言わされるのに、意固地だな。それとも、意地悪されたくてわざと焦らしてるのか？」

　とんでもない理屈に、ヘイディアはぎょっとなった。

　いったい、何をどうしたらそんな物騒な発想になるのか。

　フレデリクは口元にいたずらっぽい笑みを浮かべると、ヘイディアの耳元で囁いた。

「ここで白状するのと、ベッドで泣かされるの、どちらが好き？　俺はもちろん」

「あ、あなたが令嬢たちに笑いかけてたの！」

　間髪を容れず大声で答えた。

　そのときのフレデリクの顔といったらない。

　多分ヘイディアが見てきた中で一番まぬけな表情だった。

「え、それだけ？」

「いけない!?　私にはあんな顔してくれなかったわ！」

「──それって、嫉妬？」

「ち、違うわよ！　そんなんじゃないわっ」

　焦って否定するも、顔が熱い。

　反対にフレデリクはこれ以上ないくらいだらしない笑みになっていた。

「へぇ、俺が令嬢に笑いかけてるのを見て、悲しかったんだ。だから、約束を破っちゃったか」

「破ったわけじゃないしっ」

　駄目だ。何も言っても今のフレデリクには自分に都合いいふうに聞こえているに違いない。

「俺と絶交するつもりだっただろ。神殿を出る日も、俺に教えてこなかったじゃないか。あの日、あそこで会わなかったら、どこへ行くつもりだった？」

「それは……っ、ラフルこそどうしてあの場にいたのよ」

　負けじと言い返せば、「調べたからに決まってるだろ」とにべもなく言われた。

「え？」

「ヘイディのことは、常に把握できるようにしていた。だから、君がいつどこで何をするのかも全部わかっていた」

　平然と言ってのけているが、告げられた内容はかなり重たいものだった。

　全部わかっていた？

　常に??

「それって、いわゆる監視？　もしかして、十年間ずっと？　でも、どうやって」

　フレデリクは悪びれる様子もなく、訳知り顔で親指と人差し指で丸を作って見せる。

　賄賂だ。

　神官の誰かに賄賂を握らせて、ヘイディアを監視していたに違いない。

　聞かされた事実に、ヘイディアは開いた口が塞がらなかった。衝撃が強すぎて目眩がしそうだ。

（まったく気がつかなかった）

　監視されていたことも、フレデリクが自分に向ける執着心も。

　しかも、女神マザームに仕える神官に賄賂を握らせるなど、神への冒涜なのではないのか。

（信じられない）

　ここまでする彼が、トゥーリアと結婚するだろうか。──答えは否だ。

　導き出された結果は、ヘイディアの想像を超えるとんでもないものだった。

「それじゃ、本当にトゥーリア様と婚約したわけじゃないのね」

「女神マザームに誓ってしてない。ついでに言えば、女たらしというのも嘘だな。俺の童貞は昨日ヘイディに捧げた」

「はっ!?」

　聞き捨てならない告白に、耳を疑った。

（童貞を捧げた？）

　女たらしの悪評を轟かせたフレデリクが、童貞。

　あんぐりと口を開けたまま、呆然とフレデリクを凝視した。

「うそぉ……」

「事実だ」

　しれっとした顔で言わないでほしい。

「なら、どうしてあんな悪評が立つの？」

「あれは令嬢同士のくだらない見栄の張り合いに尾びれやいろんなものがついた結果だ。寝所に入られていたことも、薬を盛られかけたこともあるが、どれも未遂だ。そもそも、俺はヘイディ以外の女には勃たない」

　連投される衝撃的な話に、どこから突っ込んでいいかわからない。

　きっとこれ以上は何を聞いても驚くまい。

「う──そだぁ。だって、あんなに」

「あんなに、何？」

　しつこいほどヘイディアを求めた情熱的な一夜はどう説明するのか。

　人を食ったような笑みに、ヘイディアが口をぱくぱくさせていると、「愛してる」と唇を奪われた。

「──ッ！　ラフル、人が見てるのにっ」

「いいじゃないか。みんなに見せてやろう。俺のヘイディが戻ってきたんだって！」

「きゃあっ！」

　そう言うなり、フレデリクがヘイディアを抱き上げると、くるくるとその場で回り始めた。

「わっ、待って。目が回る──ふ、はははっ!!」

　こんなに笑ったのなんて、いつぶりだろう。

　今日の空よりも澄んだアイスブルーの瞳がヘイディアを見つめている。

「いい顔で笑ってる」

　愛している。

　告げられた愛の告白が、胸に染み渡った。







　長い誤解が解けたあと、改めてヘイディアたちは豊穣祭を楽しんだ。目新しい屋台を見つけては味見をし、広場でみんなに交じって踊った。初めて口にしたお酒はとても美味しくて、フレデリクが焦るほどヘイディアは飲んだ。くたくたになるまで楽しみ、ヘイディアたちはのんびりと手を繋いで家路を歩いている。

「酔っ払いめ。でも、ヘイディがあんなに酒に強かったなんて意外だった」

「ふふ、私も知らなかったわ～」

　鼻歌を歌いながら、くるりとフレデリクの手を取って回ってみせる。

　ほろ酔い気分でいるせいか、心も足取りも軽い。

「私、ラフルのお嫁さんになりたかったの」

　ついでに、口まで軽くなった。

「おい、そんな大事なことを今言うのか」

「じゃあ、いつ言えばいいのよ～」

　十年前、言えなかった聖女になる理由も今ならするりと出てくる。

　誤解が解ければ、不思議なくらい素直になれた。

　フレデリクの愛を実感できたからだろう。

「聖女になれば、特別な地位が与えられるって聞いて。そうしたら平民の私でもラフルのお嫁さんになることを認めてもらえると思ったの」

　夕焼けがヘイディアたちの横に長い影を作っている。

「聖女にならなくても、俺はヘイディと結婚した」

「……うん。でも、それじゃ駄目だって言われたから。ヴァルカ辺境伯家はずっと貴族間結婚しかしていないって聞いたの」

「誰がそんな嘘を。俺の曾祖母は平民だったんだぞ。うちが重んじるのは血筋じゃなくて、愛だ。ヘイディはどうして聖女の素性が秘匿になったか知ってる？」

「何代か前の聖女が、神聖力を搾取され続けたことで命を落としたからでしょう？」

　彼女は人々に乞われるまま、力を使い続けた。

　いっそヘイディアのように枯渇してしまったらよかったのだろう。けれど、彼女は命を落としてしまった。

「その聖女は、ヴァルカ家の血縁だったんだ。民のためにと力を使ったことで、命を縮めてしまった。聖女も人であり、決して神ではない。いつしか人はそのことを忘れ、神聖力は無尽蔵に湧き出るものだと思い込んでいた結果が、悲惨な末路に繋がったんだ。ヴァルカ辺境伯家が独立をも辞さない姿勢で国に聖女を守る術を迫ったことで、あの法はできた。以来、ヴァルカ辺境伯領では、聖女が現れても決して力を求めてはならないという暗黙の了解があるんだ」

「そうだったの？　知らなかった」

　誰もヘイディアの特異な力を見て何も言わなかったのは、そういう歴史があったからなのだ。

　聖女を守る法律がヴァルカ辺境家の努力で成立したことも、ヴァルカ辺境伯領に伝わる暗黙の了解も、ヘイディアだけが知らなかった。

「ヘイディアに聖女である自覚なんて持たせたくなかった。辺境伯領という土地も君を隠しておくには絶好の場所だったんだ。二度と聖女だという理由だけで、大事な命を食い潰されたくない。俺たちは君を王家と神殿から隠し、一領民として接することで、過去の罪を償おうとしていたんだ」

　だから、コスティはあのとき謝ったのか。

　知らないところで領地のみんなに守られていた事実が、胸を温かくさせる。

　あのとき、若い女の使用人から感じた悪意を見過ごさなければ、ヘイディアは十歳の若さで聖女になっていなかっただろう。

　けれど、遅かれ早かれ、聖女は必要となっていた。封印が弱まってきたからこそ、聖女は誕生する。巡行は封印を施し直すためのものだからだ。

　だから、聖女になったのは間違いではなかった。

「私ね、神聖力が枯渇しちゃったんだ」

　思い返せば、誰かにそれを告げたのは、初めてだった。

「知ってる」

　世間話でもするように、フレデリクが相づちを打った。

「びっくりしたわ。神聖力が消えてなくなるなんて誰も思わないじゃない？　神官長様も国ももう一度私の力が戻ることを願ってたけれど、私は知ってたの。神聖力は二度と戻らないって」

「どうしてだ？」

　問いかける声は、柔らかい。

「昏睡状態のとき、女神マザーム様がおっしゃったの。これからはあなたの好きに生きて、って。封印を直してくれてありがとう。と。女神様は私の気持ちなんて最初からお見通しだったのかもね。歴代最強の神聖力があったのも、巡行期間を短縮させるためだったのかも。だって、半生もかけて封印を直していたら、お婆ちゃんになっちゃうじゃない」

　ヘイディアの願いは、フレデリクのお嫁さんになること。

　女神マザームは、それを叶えようとしてくれていたのかもしれない。

「特別な力を持つ奇跡の少女は、今日でおしまい。ここにいるのは、平々凡々なただのヘイディア。あ～ぁ、みんながっかりするだろうなぁ」

　神聖力を失っても、神官長をはじめ神殿の者たちはヘイディアを聖女と呼び敬った。力を失ったことを隠して、聖女として公務に出ることもあった。国民を騙しているようで心苦しかったが、「あなたは国を護った紛れもない聖女です」とそのたびに神官長に言い含められた。

　だが、時が経つと、ヘイディアを蔑む者が現れた。力を失った聖女に敬意を払うことに疑問を持った者たちだ。

　彼らが陰でヘイディアを批難していたのを知っている。心ない言葉は、いつだって痛かった。

　神聖力がなければ、自分には何の価値もないのだとすら思わずにはいられなかった。

　辛かったから、一般市民に戻ると決めたのだ。

　ヘイディアを知らない場所へ行って、人生をやり直したかった。

「そんな奴がいたら俺が絞めてやる。ヘイディアの巡行がなければ、封印は脆弱化し、痩せた大地はさらに広がっていたんだ。ヘイディの成しとげた偉業は誰にも卑下されるものじゃない。胸を張れ」

「大げさなんだから」

　ヘイディアが成したことは、神聖力を持つ者の責務だ。

　だが、他でもないフレデリクがヘイディアの味方をしてくれる。

　ちゃんとヘイディアの頑張りを彼は見ていてくれた。胸を張れと言ってくれた。

　嬉しさで胸が苦しい。

　どうして彼の言葉はこんなにもヘイディアの心に響くのだろう。

　だからだろうか。

「……なんで消えちゃったんだろう」

　本音がぽろりと零れ出た。

「女神様は私の好きにしていいっておっしゃってくださったけれど、私、聖女のお務めは好きだったの。そりゃ、お肉は食べられないし、甘い物も滅多に口にできないけれど、自分が誰かを笑顔にする一端を担えていることが嬉しかった。失って初めて気づく尊さってあるんだね」

　聖女になった理由は不純でも、やっぱり消えてほしくなかった。

　もっとみんなの役に立っていたかった。自分にできることをしていたかった。

　祭りの音が随分と遠くなった。

　フレデリクが繋いだ手に力を込めた。

「俺はむしろ消えてほっとしてる」

「どうして？」

　目をまたたかせると、フレデリクが流し目をくれる。

「これでやっとヘイディをひとり占めできるから」

　そう言うと、ヘイディアの頭に口づけた。

「また一緒にいられる日を待ちわびてた。ずっと会いたかったんだぞ」

　飾らない告白がくすぐったい。

　ヘイディアはその心地よさに、ふふっと笑った。

「もうどこにも行くな。まだ失ってないものもここにあるだろ」

　それは、きっとフレデリクのことなのだろう。

　十年間、貞操を守ってヘイディアを待ち続けてくれた。

「──私でいいの？」

「俺は聖女のヘイディが欲しいんじゃない。神聖力なんてなくても、ヘイディはヘイディだ。仮に力が戻っても二度と手放す気はないから覚悟しろ。俺の愛は重たい自覚はある」

　そんなことは、今の会話で十分知った。

　乱暴な言い方だが、フレデリクの強引さに救われた気がした。

　これくらい強く意思表示してくれないと、きっと自分は一歩を踏み出せないだろうから。

（私の好きに生きていいのよね）

　聖女ではなく、ただの恋する女に戻っていいと女神マザームは言ったのだろう。

　蓋をした恋を芽吹かせるチャンスをくれたに違いない。

「うん」

　ヘイディアも大きな手を繋ぐ手に力を込めた。

　そっと上目使いで見上げれば、秀麗な美貌が蕩けるような微笑を浮かべていた。

「愛してる」

「……私も、好き」

　腕を伸ばして、フレデリクに抱きつく。

「ヘイディア、結婚しよう」

　長く伸びた影が、ゆっくりと重なり合っていった。







【最終章：魅了の力】








　十年越しの誤解が解けてからというもの、フレデリクの愛の重さを身に染みて感じていた。

　彼は、翌日には教会に婚姻届けを提出した。

　朝一で書類に署名をさせられたが、正直自分が何に名前を書いたのかもわかっていなかった。寝ぼけた頭では、ろくに書類の内容すら入ってこなかったからだ。

「結婚式はもちろんするけれど、これ以上ヘイディアを野放しに……束縛したい」

　言い換えた方がより愛が重たくなったのは、なぜなのだろう。

　ついこの間まで童貞だったからなのか、実った恋にはしゃいでいるせいか、彼は毎日熱烈にヘイディアを求めてくる。いつでも、どこでも手を伸ばしてくるものだから、おちおち側にもいられないくらいだ。

「なんで逃げるんだ」

「どうして避けてるかわからないわけ？　私のところに来るのは、することをしたあとよ。これからお客様が見えるってダントンが言っていたわよ」

「あいつ、ヘイディに告げ口するなんて卑怯だな」

　フレデリクは面白くなさそうにふくれ面をしているが、これに関してはフレデリクが全面的によくないと思う。

　恋人にかまけて辺境伯の仕事を蔑ろにするなんて、愚の骨頂だ。ヘイディアはヴァルカ辺境伯領を傾けるために、フレデリクの側にいるわけではない。

　執務室の机に書類が山積に生っているのを知らないと思っているのか。

　睨めつければ、「ヘイディがつれない」と拗ねた。

「俺たち、夫婦なのに」

　見た目の美しさと聡明さに惑わされていたが、こんな性格だったのか。ひっつき虫のごとくヘイディアの側を離れたがらない主に、屋敷の者たちはなぜか微笑ましそうに目を細めている。

　晴れて夫婦になったはいいが、気がかりなのはトゥーリアだ。

「どうして、彼女はずっと私に嘘をついていたのかしら？」

「わからないのか？」

「知っていたら、聞かないと思うわよ」

　結局、中庭のガゼボまでついてきて、ヘイディアの膝枕で本を目隠しわりにしてうたた寝をしていたフレデリクが、ちらりと本を持ち上げて顔を出した。

「心配だな。でも、そんなんだから騙されるんだろうけど」

　仕方なさそうにため息をついて、貶された。

「ちょっと、まるで私が騙されやすい人みたいに言わないでよ」

「事実そうだろ。神聖力に頼ってた部分のつけが回ってってことじゃないのか？」

「なんでわかるのよ」

　見てきたとしか思えない発言に、ヘイディアはムッと口を尖らせた。

「惚れた勘？」

「嘘ばっかり！　私を監視してたからじゃないっ」

　近くにあったクッションを掴んで、ばしばしとフレデリクを叩けば、「ちょ……、待てって」と膝の上で暴れた。

「ラフルもどうして嘘を放置してたの？」

「いちいち真面目に相手なんかしていられるか。それに俺は一度も肯定していない。周りが勝手に騒いでいただけだ。誓って言うが、俺は彼女をエスコートしたことは一度もない」

「でも、パーティーでは隣にいたじゃない」

「あの一家が、熱心な女神マザーム信仰者なのはヘイディも知ってるだろう。足繁く神殿に通っていると言うから、ヘイディの話を聞いていただけだ」

「私の何の話？　監視役がいたのに？」

　クッションを退かしてフレデリクの顔を見遣る。

「情報は多いに越したことはない。聖女と会話できる貴族は、ガルモント国でもそうそういないだろ。だから余計気になったんだ。だが、まぁ。あまり意味はなかったけど」

　聖女は公式の場以外で、貴族と個人的に会話をすることはほぼないと言っていい。

　だからこそ、ヘイディアは当初、トゥーリアの話し相手になったことに驚いたのだ。

「あなたへの恋煩いのことばかりだったから？」

「違う」

　うんざりした口調に、ヘイディアは首を傾げた。

「聖女が夜ごと若い神官を部屋に連れ込んでいる話だとか、巡行先で淫行に耽ったときの自慢話を聞かされたとか、根も葉もない嘘に辟易してたところだ」

「トゥーリア様がそんなことを!?」

　耳を疑う内容に、ヘイディアは唖然となった。

　巡行先での出来事も話すことはあったが、女神の代行者として役目を果たしている最中で色欲に溺れるなどあるわけがない。

　婚約の件といい、なぜトゥーリアは嘘ばかりを吹聴しているのか。

「俺と婚約したいからだろう。聖女の素性は秘匿とされているが、調べようと思えばいくらでもやり用はある。信仰心の厚い者からの頼みなら、神殿も露骨に無下にはできない。どこかで俺とヘイディが幼馴染みで、俺がヘイディの帰りを待っていることを知ったんだ。君と俺に双方のでたらめを吹き込むことで、気持ちを離そうとした。というのが大筋だろうな」

「それをトゥーリア様が考えたというの？　でも、おかしいわ。だって、あの方から悪意はまったく感じなかったもの」

　フレデリクへの愛と、己のふがいなさを嘆いてはいたが、ヘイディアに敵意や悪意を向けたことは一度もなかった。

「それは、神聖力を使って確かめた上でのことか？」

「違うけど──」

　トゥーリアがヘイディアの元へ通うようになったのは、巡行が終わってからだ。力を失い、それでも何かしなければと躍起になっていたところに神官長様がトゥーリアの話し相手になることを提案してくれた。

「なら、ヘイディを騙すことなんてあの女には造作もないことだったろう。あれは相当狡猾で強かだ。しかも、それを無自覚でやってのける。君は、自分に向けられる悪意を意識して遠ざけることができた分、他人の好意に慣れすぎたんだ。人の顔色や口調、仕草で嘘と真実を見抜けることに慣れていないから、相手の雰囲気で善悪を決めてきたんじゃないか？　虫も殺さないような可憐な雰囲気と優しい口調、もしくは人好きする気さくさは、十分いい人認定の材料になったはずだ。一度、こうだと決めたら思い込むところも、利用されたんだろうな。そのせいで煮え湯を飲まされたこともあっただろう？」

　言い当てられ、ヘイディアは口を噤むしかなかった。

　力を失ったばかりの頃は、苦労したからだ。

　まだ神聖力が枯渇した実感も薄く、ただ力が消えただけで自分自身は何も変わらない、と思っていた。けれど、実際生活してみたらまったく違っていた。

　人の気持ちが感じられないことが、どれほど恐ろしいものなのか。

　相手が自分をどう思っているかしれないことが、あんなにも不安なものだなんて思わなかった。昨日まで仲良くしていたのに、今日は距離を取られるなんてこともあった。

　わけがわからなかった。つれなく去って行く彼らに、ヘイディアは理由を問うことすら怖くてできなかった。

　神聖力がなければ、自分は何もできないのだと思い知られた瞬間だった。

　けれど、そんなときヘイディアを頼ってくれたのがトゥーリアだった。

　彼女の悩みに耳を傾け寄り添うと、トゥーリアは嬉しそうに笑ってくれた。

『ありがとうございます、聖女様』

　薄いベール越しでも、彼女が晴れ晴れとした様子でいるのがわかった。

　フレデリクと婚約したことは信じがたいことだったけれど、トゥーリアが言うのなら信じられる。そう思ってしまった。

　実際、建国祭で見たフレデリクとトゥーリアのお似合いの様子に、ヘイディアは打ちのめされた。

　しかし、フレデリクはすべて彼女の手の内で踊らされたことだと言う。

「まだ信じられないって顔だな」

「……ごめんなさい」

　フレデリクを疑っているわけではないけれど、気持ちの落とし所がわからない。

「それなら、トゥーリアに会ってみるのはどうだ」

　そう言うと、フレデリクが勢いよく上体を起こした。

「ラフル？」

　目をまたたかせるヘイディアに、フレデリクが本の間から一通の便箋を出してきた。

「来月王宮で行われる建国祭に、ヘイディも一緒に行こう」

「えっ!?」

　突拍子もない提案に、呆気に取られる。

「どんな雰囲気なのかもわかっているし、余裕だろ？」

　余裕なわけがない。

　参加したことがあるが、あくまでも聖女として壇上からパーティーの様子を眺めていただけだ。

「無理よ、いきなりパーティーだなんて。それにマナーにも自信ない」

「一通りの礼儀作法は習ってるだろ。ヘイディは勤勉で淑女教育は完璧だって聞いているぞ」

「誰に？」

　問いかけると、フレデリクが指で丸を作った。

「そう、監視役ね。いったい誰なの？」

　呆れると「終わったことだし、いいじゃないか」と話を曖昧にさせられた。あくまでも正体をばらす気はないらしい。

（別にいいけど）

　フレデリクではないけれど、終わった話だ。

　後出しの事実に最初こそ驚いたが、監視役がいたことでヘイディアの生活に支障があったかと言えば、まったくなかったからだ。

「──トゥーリア様はきっとおもしろくないわ」

「勝手に嘘を吹聴していたのは向こうだ。俺たちは物事をあるべき所に正すだけでいい」

　まるで彼女だけが悪いという口調だ。

（本当にそうなの？）

「でも、泣かせてしまうのよね」

　ヘイディアに話していたフレデリクへの想いまで、嘘というわけではなかっただろう。彼女は本当にフレデリクのことが好きだったのではないだろうか。その気持ちが強すぎて、行きすぎた行動に走ってしまっただけなのでは。

　人を笑顔にしたくて聖女をしてきた分、彼女の泣き顔を見るのが辛かった。

　浮かない気持ちを消せないでいると、フレデリクがばつの悪い顔になった。

「悪い、俺が曖昧にしてきたせいだ」

「……」

　違うと言えれば、よかった。

　けれど、フレデリクの対応が彼女の気持ちを増長させた一因でもあるのは確かだ。もちろん、自分勝手な解釈だけでフレデリクの婚約者を名乗った事実は、褒められることではない。けれど、彼女の嘘を静観し続けていたフレデリクにも責任はあるのではないだろうか。

　ヘイディアたちの誤解は解けたけれど、それですべてが終わりではない。

「パーティーへ行きましょう」

　嘘で絡まった事実を解きに行こう。

　フレデリクは眩しそうに目を細めた。

「ヘイディのそういう思いきりのよさと、潔さがめちゃめちゃ好きだ」

「動いてみなくちゃ何も変わらないもの」

　頭でどれだけ考えてみたところで、現実がそのとおりになるわけがない。行動を起こすことは、気持ちと気持ちがぶつかり合うことでもあるのだ。

　ヘイディアに思うことがあるのだから、当然トゥーリアにも言い分があるだろう。

　大事なのは、一方的になることではなく、互いの妥協点を見つけることなのではないだろうか。

「そうと決まれば、──何からしたらいいの？」

　聖女として建国祭に出たときは、式典用の正装だった。

　首を傾げれば、アイスブルーの瞳が今にも蕩けそうなほど甘くなっている。

「な、何？」

　視界いっぱいに迫った美貌の迫力に顎を引くと、そのまま触れるだけの口づけをされた。

「大丈夫、全部俺に任せて。会場で一番の華にしてあげる」

　そう言うなり、ヘイディアをソファへ押し倒した。

「え──、ラフルまさか。駄目よ、これからお客様が来るんだってば！」

「その前に少しだけ」

「少しだけ!?　そんなお願いは受けつけられませんっ」

　今日は、珍しく手を出してこないから油断していた。

　急いで起き上がるとするが、たくましい体躯は押したところでびくともしない。

「急がないと客が来るだろ」

「だったら、止めてくれたらいいのに──ん、ンっ」

　話している途中で、唇を奪われた。

　ねっとりと口腔に入ってきた舌が、的確にヘイディアの気持ちいい場所を刺激してくる。

「は……ぁ」

　歯列をなぞり、上顎を舌先でこすられ、舌を搦め捕られると、じん……と腰骨が切なく疼いた。大きな手が勝手知ったる仕草で、ヘイディアの身体を弄っていく。官能を揺さぶり起こす手の動きに息が上がる。もぞり……と足をフレデリクの身体に擦りつけるように動かしたときには、もう欲望が首をもたげていた。

「どうする？」

　ヘイディアの濡れた下唇を親指で拭いながら、熱っぽい声が問いかけてくる。

　絶対にわざとやっているとしか思えない。

「……意地悪」

　けれど、駄目だと拒むには難しい程度には、興奮が煽られていた。

　睨めつければ、フレデリクが満足げな笑みを浮かべて、本格的にヘイディアを蹂躙し始めた。







　その様子を遠くから見ていた者がいた。

　丸い水晶に映し出された光景には、フレデリクが自分以外の女に愛を注いでいる。

　その事実に、トゥーリアは大きな目をまたたかせた。

（あら、フレデリク様ったら）

　また悪癖が出たのか。

　トゥーリアという婚約者がいながら、他の女に目移りばかりする困った人。

　けれど、どんな彼だろうと、愛しい人には変わらない。

　あの女は誰なのだろう。

　フレデリクがあんなに熱っぽい目を向ける相手が自分以外にいたのか。

（もしかしてあの方が聖女様？　でも、なぜこちらにいらっしゃるの？）

　巡行を終えた聖女が、退陣したという話はトゥーリアの耳にも届いている。神官である従兄はトゥーリアに熱を上げているから、極秘情報だろうと頼めばなんだって教えてくれる。

　この水晶も、彼が神殿からもらってくれたものだ。

　フレデリクがやたら聖女を気にするから、父であるカンナス侯爵に頼んで聖女と引き合わせてもらったのは、巡行を終えた頃だった。聖女はベール越しではあったが、どこにでもいる平々凡々な顔をした女だった。

（なんだ、聖女と言ってもこの程度なのね）

　なぜフレデリクが彼女を気にかけるのかすらわからないほど、取り留めて特質したものは感じなかった。

　トゥーリアほど可憐でも、美貌があるわけでもない。

　彼女が現れるまでは、妖精を彷彿とされる容姿からトゥーリアこそ聖女なのではと囁かれていたほどだ。

（困ったわ、あれほどフレデリク様は私のものだとお伝えしましたのに）

　トゥーリアの話に、聖女は同情してくれていた。

　フレデリクを最低とも言っていたはずの聖女は今、彼の下ではしたなく喘いでいる。

（あぁ、あんなに腰が動いて）

　まるで獣の交尾みたいだ。

　なんて無粋で醜いのだろう。

　あれは聖女なのではない。トゥーリアの恋人を獣に貶める卑しい魔女だ。

（邪魔ね）

　ほうっと息をつき、どうしてやろうかとこてんと首を横に傾げた。
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　来月なんて、あっという間だった。

　フレデリクはすぐに仕立屋を呼ぶと、ヘイディアのドレスをオーダーした。それに併せて宝石商にドレスに似合うアクセサリーの装飾も依頼した。

　仕上がったドレスは、オフショルダーの肩から胸元まで羽毛に見立てたレースがふんだんにあしらわれた雪色のドレスだった。裾へ向かうほど生地がアイスブルーになっていく。腰にはやはりフレデリクの瞳の色のリボンを飾り、髪飾りは宝石でできた氷の花をイメージしたアクセサリーをつけられた。

　フレデリクは臙脂色のジャケットに左肩にマントをかけている。ネッククロスを飾る両翼を広げた形の飾りの中央には、琥珀色の宝石が燦然と輝いていた。

　何を着ても嫌味なく着こなせてしまうのは、フレデリクの存在が完璧だからだろう。

「綺麗だ」

　目を細め、手袋を嵌めた手を差し出される。

「ありがとう」

　その手に手を重ねると、洗練された仕草でエスコートされた。

　今日ばかりは、薄く化粧を施し、髪も入念に梳かれ艶めいている。

　トッドの美味しい料理を食べてきたおかけが、痩せっぽちでしかなかった体躯もほんの少しだけ丸みを帯びた。

　いったい誰を牽制しているのだと言わずにはいられないほど、ここぞとばかりにフレデリク色に染め上げられれば、彼の並々ならぬ愛を感じずにはいられない。

　けれど、ヘイディアを見る満足そうな顔に文句など言えるわけもなかった。

「素敵なドレスをありがとう」

「どういたしまして。妻を着飾らせられて夫冥利に尽きる」

「満足しましたか？」

　くすくすと笑いながら問いかけると、「今日のところはね」と言われた。

「でも、あまり綺麗にすると、ヘイディに変な虫がつくのも困る」

「虫？」

　宝石を好む虫なんていただろうか。

　首を傾げれば、苦笑したフレデリクに「そのままでいてくれ」と頬に口づけられた。

　一年ぶりの王宮は、荘厳で圧巻だった。長い列をなす馬車を横目に、ヘイディアたちが乗った馬車は別の入り口へ到着する。

　ヘイディアも聖女時代はこの入り口から出入りしていた。

　上位貴族や王族たちを迎えるためのものだ。

　御者が扉を開けると、待機していた従者が一斉に頭を下げた。

「本日はようこそおいでくださいました」

　声をかけてきた男の顔に見覚えがある。彼は王宮主催のパーティーの際には、必ずこの場で招待客たちを出迎えていた。

「よろしく頼む」

　フレデリクはヘイディアの手を取り、歩き出した。

　会場に入るまでの回廊をゆっくりと歩く。同じく会場へ向かう貴族たちは、フレデリクたちの姿に驚いていた。

「嘘、ヴァルカ辺境伯様が同伴なんて……」

「結婚したという話は本当だったのか？」

「隣のご令嬢はどなた？」

　囁きが飛び交う中、扉の両脇に立っていた従者がヘイディアたちを扉の前へと促した。

「緊張してる？」

　フレデリクがわずかに身を屈めて囁いた。

「してる。でも、行けるわ」

　ぐっと腹部に力をこめて姿勢を正すと「上等」とフレデリクが不敵な笑みを浮かべた。

「フレデリク・ラフル・ヴァルカ辺境伯殿、ヘイディア夫人」

　絢爛豪華な会場には招待された貴族たちが集まっていた。

　ヘイディアは背筋を伸ばし、フレデリクにエスコートされ一歩を踏み出す。

　やはり、ここでも噂の的だった。

　あちこちで噂の真意とヘイディアの素性を探る声がする中、ヘイディアたちは奥へと進んでいく。

　さほど進んでもいないうちに、フレデリクと親交のある者たちに囲まれた。

「ヴァルカ辺境伯殿、ご結婚おめでとうございます。まさに電撃、いや驚きました」

「これは愛らしい花ではありませんか。どちらで見染められたのですか」

「妖精と謳われたトゥーリア嬢を見初められなかったのは、すでに愛を見つけられておられたからだったのですね」

　口々に祝辞を口にするが、ヘイディアに向けられる好奇な視線には、なれそめを知りたがる好奇心があった。

　フレデリクには、事前に貴族たちの対応はしなくていいと言われている。ただ彼の横で笑っているだけでいいのだと。

　かくいうフレデリクも、あの日見た綺麗な微笑で彼らに応対していた。

「彼女は私の幼馴染みです。長らく離れていたのですが、ようやく愛を結ぶことができました」

　この会場でヘイディアが聖女であったことを知るのは、王とわずかな者だけ。

　神聖力を無くしたことで聖女を名乗ることはできなくなったが、そうでなくともフレデリクはヘイディアが聖女だったことを明かす気はないのだろう。

　あくまでも、一人の女性としてヘイディアを扱ってくれることで、求めているのはヘイディアなのだと教えてくれる。

「フレデリク様」

　しかし、人の輪を抜けて着飾ったトゥーリアが父親カンナス侯爵とともにヘイディアたちへ近づいてきた。今夜の装いも妖精と謳われる彼女にふさわしい豪奢でありながら上品で、愛らしいアイスブルーのドレスだ。

　フレデリクの目の色を彷彿とさせるドレスに、ヘイディアはどきりとした。思わず彼の腕を掴む手に力が籠もる。

　トゥーリアはフレデリクを見つめ、ふわりと微笑んだ。

「ごきげんよう、フレデリク様。今年の建国祭はご参加されないと聞いておりましたので、こうしてお会いできて嬉しいですわ」

　辺境伯に対し、トゥーリアは侯爵令嬢だ。

　下位の者が上位の者に対し、先に声をかけるのは、それを許されているときのみ。

　フレデリクの美貌からみるみる表情が消えたのは、彼女の行動に不快を覚えたということ。

「先日エスコートをお願いしたさいに、そうおっしゃっていましたもの。あの素晴らしい一夜をお忘れでしょうか？」

　ほのかに頬を染めるトゥーリアの仕草は、二人が特別な関係になったのではと匂わせるものがあった。

　トゥーリアはヘイディアたちより先に会場に入っていた。にもかかわらず、まるでヘイディアが見えていないかのような言動に、周りにいた貴族たちは面白げな顔つきになった。

「さぁ、知らないな。誰かと間違っているのではないか」

「フレデリク様は随分とお酒が進んでおりましたもの。仕方ありませんわ」

　ふふっとトゥーリアがたおやかに笑う。

　貴族たちの視線を釘付けにする可憐な姿は庇護欲を煽る。

　もし、フレデリクの気持ちを聞く前なら、トゥーリアが嘘をついているとは思えなかっただろう。

　遠目からでは二人は対の存在に見えなかったが、間近で観察すれば、フレデリクは彼女におそろしいほど関心がない。

　その証拠に、フレデリクはトゥーリアに一瞥もくれることなくヘイディアの腰を引き寄せると、打って変わって愛情に満ちたまなざしを注ぎながら言った。

「ヘイディア、あちらで飲み物をもらおうか。君の細い喉がわずかでも渇いていないか心配なんだ」

　そう言うと、ヘイディアの頬に口づけた。

　その瞬間、辺りから色めき立った声が上がる。

　ヘイディアも、彼の大胆不敵な行動に唖然となった。とっさに扇を開き、口元を隠す。

　そうでもしなければ、動揺が表情に出てしまいそうだった。

　一刻も早く彼らの視線から逃れたい。

　ヘイディアはこくりと小さく頷いた。

「嬉しいよ、君といられるこの瞬間が幸せなんだ。あぁ、愛してる」

　今にも美貌が崩れてしまいそうなほど、甘い微笑がヘイディアにだけ向けられている。

「嘘、辺境伯様のあんなお顔拝見したことがありませんわ」

　誰かの呟きに、ヘイディアも思わず頷いてしまいそうだった。

　かつてこの場所で見た綺麗な微笑とは比べものにならない、愛情に溢れた笑み。

「では、皆さん。失礼」

　ヘイディアの頭にも口づけを落として、流し目で周りを牽制する。すると、人の輪が二つに割れ道ができた。

　視線一つでこの威圧感なのか。

（こんな顔もするのね）

　独占欲をむき出しにしながら全方位に威嚇するフレデリクに、誰もが唖然となっていた。

「お待ちください、ヴァルカ辺境伯殿！」

　だが、ヘイディアたちにがなり立てる声があった。

「辺境伯殿は我が娘トゥーリアと結婚するはずだったではありませんかっ。それをどこの生まれかもしれない卑しい女と結婚するなど、これは正式に抗議するに値する侮辱行為ですぞ！」

　その瞬間、会場の空気が明らかに変わった。

　フレデリクの歩みがぴたりととまる。

「勘違いもはなはだしい。私はそのような戯れ事に頷いた覚えはない」

　トゥーリアとの関係が事実無根であることを明言したフレデリクに、カンナス侯爵はみるみる顔を真っ赤にさせた。

「何を今さらっ。あれほどトゥーリアに目をかけていたのは──」

「貴様の我が妻への侮辱、ヴァルカ辺境伯家から正式に抗議を入れよう。二度と社交界に戻ってこられると思うな」

　地を這うような声での断罪は、聞いたことのないほど冷たく響いた。フレデリクが肩越しにカンナス侯爵を振り返る。

　その無慈悲で冷酷な視線をまともに向けられたカンナス侯爵は、ひ……っと声を上ずらせた。

　だが、それ以上にヘイディアたちを見るトゥーリアのまばたき一つしない表情に底知れぬ恐怖があった。

　父親が断罪されているというのに、トゥーリアは怯えた表情すらしていない。じっとヘイディアを見る目は、まるで獲物を観察しているかのようだ。

（トゥーリア様？）

　思わず彼の服を掴むと、ふと眼光の鋭さが緩んだ。

「……参りましょう」

　せっかくの建国祭で雰囲気を壊すことはしたくない。

　先を促せば「もちろん」と表情に柔らかさが戻った。

　愛おしくてたまらないと言わんばかりの愛情に溢れた声音に、ほっと安堵の息が零れる。

　人だかりも、渦中のヘイディアたちが早々に退場したことで、すぐに解消された。また楽団が奏でる旋律が心地よい空間が戻ってくる。

「貴族社会は私が見ていたものとは随分と違うのね」

　離れた場所からでは華やかさばかりが目につくが、自分もその中の一人になった途端、渦巻く欲望が顕著になった。

　テラスへ出ると、ようやく息をつくことができた。

「ラフルの笑みも綺麗だけれど、私の知っているのとは違ってた」

　どうしてあんな笑みが羨ましく思ったのだろう。

　心のこもっていない氷みたいに冷たい微笑なんて、少しも嬉しくない。

「トゥーリアを見てどう感じた？」

「神殿で会っていた彼女とは、違っていたわ。何がと言われると上手く言えないんだけど。強いて言うなら雰囲気かな」

　可憐で慎ましく、一途な令嬢という印象の彼女が、今はそれが異様だと思えた。

「あれのたちの悪さは無自覚で嘘をつくことだけでなく、魅了の魔法にかけられたように周りもそれを信じてしまうことだ」

　フレデリクの言葉にはっと違和感の正体に気づいた。

「実際、そうなのかも」

　ヘイディアが神聖力を持って生まれてきたように、人間の中には稀に特異な力を持つ者がいる。トゥーリアもその一人なのではないだろうか。

　トゥーリアのつく嘘は、彼女の願望だ。本来ならあり得ないことだろうと、周りは信じてしまう。嘘を真に変えてしまう魅了という力があれば、不自然な不都合すら都合のいいものへねじ曲げてしまうのではないだろうか。

　だから、誰もトゥーリアの嘘を嘘だと思っていなかった。

　父親である侯爵ですら、トゥーリアとフレデリクの婚約話を信じていたではないか。

　ヘイディアの立てた仮説に、フレデリクの表情が険しくなっていく。

「だとしたら、厄介極まりないな。ヘイディ、金輪際あの女には近づくな。呼び出しを受けても無視しろ」

「もう聖女ではないし、相談に乗ることもないと思うわ」

　さすがにフレデリクの妻になったヘイディアに、フレデリクとの恋話を聞かせることはないだろう。

　もし、仮説が本当だったとしたら、どうしてフレデリクは彼女の魅了にかからないでいるのだろう。

　トゥーリアは結婚したいほどフレデリクに執着している。誰の愛よりも強烈にフレデリクを求めていたはずだ。

　けれど、フレデリクの愛はヘイディアだけに向けられていた。

（なんで？）

　フレデリクなら「愛の力だ」とでも言いそうだ。

　手渡されたグラスに口をつけると、果物の香りとほのかなスパイスの味わいが口の中に広がった。鮮やかな色合いをしたグラスの中には、スライスしたフルーツが入っている。

「美味しい」

　初めて口にする飲み物に目を輝かせると「フレイムデージュだ」とフレデリクが言った。

「ワインに果物とスパイスを入れてある。炎のように赤い色合いからフレイムデージュと名付けられているんだ。口当たりがいいから飲みやすい分、飲み過ぎるなよ」

「じゃあ、この一杯だけね」

「家に戻ったら、同じものを飲もう」

「本当？　楽しみ」

　すっかり機嫌が直ったフレデリクと、一足先にグラスを近づけて建国祭を祝う。

「まもなく国王がご臨席になる。そうしたら中へ戻ろう」

　それまでは、もう少しこのままで。

　耳元で囁く甘い声に、じわりと頬が熱くなった。

「あまり可愛い顔をしないでくれ。俺の理性を試してるのか？」

「駄目よ」

　腰を引き寄せられ、ヘイディアは慌てて彼を窘めた。

「口づけは？」

「……唇だけになら」

「考えたな」

　制約を設けておかないと、フレデリクはすぐに調子に乗るのだ。少しだけが、もう少しだけになり、気がつけばすべてを許してしまったなんてことも、一度や二度ではない。

　啄むだけの口づけにうっとりと目を閉じる。

　フレデリクに抱きしめられ、柔らかな唇の感触を感じている時間が何よりも幸せだと思うようになったのはいつからだろう。

　すると、聞こえてくる音楽が変わった。

「国王がおいでになる。行こう」

　手を引かれ、会場へ戻りかけたときだ。かすかだが、誰かの泣き声が聞こえた気がした。

　足を止めて後ろを振り返るも、ここはテラスだ。背中に広がるのは薄暗い中庭だけ。

「どうかした？」

「誰かの泣き声がしたの」

「気のせいだろう」

「──えぇ」

　本当に気のせいだったのだろうか。

　後ろ指を引かれながら、ヘイディアは会場へ戻った。

　しかし、そのあともやはり泣き声のことが気になった。

（あの声、トゥーリア様に似てた）

　神殿でたくさん聞いてきたからこそ、彼女のものだという予感があった。

（私たちのせい？）

　あのとき感じた底知れぬ恐怖に尻込みするも、泣いている声に見て見ぬふりもできない。

　けれど、どうやって彼女のところまで行こう。

　フレデリクは片時もヘイディアの側を離れないでいる。会場を見渡してもトゥーリアの姿が見当たらないのが、いたずらに焦りをかき立てた。

「ヘイディ、何か気になるのか？」

「え？　あ、ううん。何でもない」

　自分でもどうしてこんなにも気になって仕方がないのかわからない。もしかしたら、これが魅了の力なのか。

　泣き声が耳に張りついて、今も泣いているように思えてしまう。早く彼女の元へ行かなければと心がはやる。

　そのとき、国王がフレデリクを呼んでいるとの知らせがあった。

「私はここにいるわ」

　これ幸いとヘイディアは会場に留まることを告げた。フレデリクはヘイディアを一人残していくとに渋い顔をしたが、国王を待たせるわけにもいかず「絶対にどこにも行くな」と言い置いた。

「わかってる」

　少しだけ確かめたら戻ってくるから。

（だから心配しないで）

　ヘイディアはフレデリクが会場から出ていくのを確認すると、急いでヘイディアも会場を抜け出した。中庭へは回廊から出られる。パーティーの明かりがある程度中庭を照らしてくれていたおかげで、足下は十分明るかった。

（どこにいるの？）

　ドレスの裾を持ち上げながら、足早にトゥーリアを探し回った。

　彼女を探して、それからどうするつもりなのか。

　あなたの恋人を奪ってしまってごめんなさい、とでも言えばいいのだろうか。

（違うわ、二人は恋人でも何でもなかったんだもの）

　おかしな弁明を頭から追い払い、ヘイディアは「トゥーリア様」と呼びかけた。

「──聖女様」

　すると、返事があった。

　ハッと声がする方を向く。薄闇のさらに奥にぼんやりと青白く光るものがあった。トゥーリアのアイスブルー色のドレスだ。

「やっぱりトゥーリア様だったのですね」

　闇のしじまから現れたトゥーリアは、はらはらと頬を涙で濡らしていた。

　儚げな姿に、胸が痛む。

　悪いことをしたつもりはなくても、自分がトゥーリアに対してとんでもない悪事を働いたような後ろめたさが湧き上がってきた。

「トゥーリア様、聞いてください。私は──」

　そう言いかけたときだった。

　ふと泣くのを止めて、無垢な目がまっすぐヘイディアを見据えた。

（何──？）

　得体の逸れない違和感にぞくりと寒気がした。

「あなた邪魔ね。どこかに行ってくださらない？」

　その瞬間、身体が硬直した。

　トゥーリアのねっとりとした声が頭の中に張り込み、思考を搦め捕っていく。

「あ……」

　声すら上手く出せない。

　「邪魔」と「どこかへ行って」という二つの単語を実行するべく、身体がゆっくりと向きを変えて勝手に動いていく。

　おかしい、と感じたときには、ヘイディアの意志ではどうにもできなくなっていた。

（な……に。これが魅了の力？）

　相手の意志を奪い、意のままに動かす力が魅了の力の本質なのか。

　どこへ行くの？

　身体はゆらり、ゆらりと覚束ない足取りながら迷いなく中庭の奥へと進んでいく。やがて、その先に立つ人の姿が見えた。

（誰？）

　一人ではない。複数人の男がいる。

　彼らも招待客たちだろう。ヘイディアを見ると、卑下た笑みを浮かべた。

　何が起ころうとしているのか、瞬間的に悟ってしまった。

　トゥーリアは、彼らにヘイディアを襲わせようとしているのだ。

（やだ……っ、どうしよう！）

　助けを呼ぼうにも、身体の自由が利かない。

　男の一人がヘイディアに手を伸ばした。ぞわりと嫌悪が背筋を這った次の瞬間。

「ヘイディア!!」

　鋭い声が、闇を切り裂いてヘイディアまで届いた。

　すると、身体から強ばりがすうっと消えた。

　駆けてきたフレデリクは男たちを見るなり、憤怒の形相で彼らを蹴り飛ばした。

　北の鬼才と呼ばれる彼が繰り出す攻撃だ。騎士でもないだろう彼らが避けられるはずもなく、次々と地面に倒れていく。

「大丈夫かっ」

「……あ」

　怖かった。なのに、恐怖よりも戸惑いに視線が揺れる。

「わた……私、トゥーリア様に謝ら、ないと」

　まったく思ってもいないことが口を衝いて出てきた。

　フレデリクがチッと舌打ちをする。

「ヘイディア、正気になれ！　聖女だろうがっ」

　初めてフレデリクから聖女と呼ばれた。その直後、貪るように唇を奪われた。息もできないくらい深く、逃げることを許さないと言わんばかりに舌を絡め取られる。

「ふ……」

　嫌だ、と身を捩るも、抱きすくめる腕からは逃れられなかった。

「ヘイディ、ヘイディア。愛してる」

　流れ込んでくるフレデリクの想いが、じわりと身体に染みていく。アイスブルーの瞳が食い入るようにヘイディアを見つめていた。やがて彼に身をもたせかけると、ようやくフレデリクが唇を外した。

「フレデリク様、また悪癖が出たのですか。仕方のない方」

　そこへ地面を踏む音がして、トゥーリアが現れた。

　ヘイディアを抱きすくめるフレデリクを見ると、口元だけで笑った。

「私、寂しいです」

「お前のそれはすべて妄言だ。どれだけ嘘を吐こうが、俺の真実になることはない」

　ヘイディアを抱きしめながら、フレデリクが断言する。

「何をおっしゃっているの？　私は嘘などついておりませんわ」

　不思議そうに首を傾げると、トゥーリアはころころと鈴の音みたいな声で笑った。

「フレデリク様はご冗談もお上手なのですね」

　もはや会話も成り立っていない。

　だが、その違和感にすらトゥーリアは気づけていない。

　あぁ、彼女はずっとそうやって生きてきたのか。

　ヘイディアが息をするように神聖力を使ってきたように、トゥーリアもまた魅了の力を使い続けてきた。嘘が現実になっていくことで、彼女の中では自分の言葉はすべて事実になっているのだ。

　フレデリクが無言で首を振る。

　もはやトゥーリアを救えるものは、この場にはいない。

　フレデリクとともにやって来た衛兵が、ヘイディアに乱暴を働こうとした男たちを拘束した。

　衛兵に囲まれ、トゥーリアは不安げに顔を歪ませた。

「なぜ私に剣を向けるのですか？」

　トゥーリアの言葉には常に魅了がついている。彼女の意に沿わぬ行動を取れば、魅了の力が働くだろう。

　彼女が上げた不満の声に、衛兵たちがたじろいだ。

　フレデリクは一旦ヘイディアを離すと、ゆっくりとトゥーリアに近づいた。

「君にこれを」

　そう言って、取り出したのは見覚えのあるブレスレットだった。

（あ……）

　トゥーリアは不思議そうに紐に真っ白な石が一つついただけのブレスレットを見ていたが、フレデリクからの贈り物に目を輝かせた。おそらく、それがフレデリクからもらう初めての物なのだろう。

「嬉しい……！　ありがとうございます、フレデリク様」

　手首に着けてもらったブレスレットを大事そうに抱きしめるのを、フレデリクが無言で頷いた。

「連れて行け」

「はい」

　衛兵がトゥーリアを誘導する。

「待って、私はフレデリク様とお話がしたいの」

　だが、トゥーリアの願いは叶わなかった。彼らは彼女の声に惑わされることなく、トゥーリアを連行していったのだ。

「どういうこと？」

　途端に魅了が聞かなくなったことに、ヘイディアは唖然となった。

「簡単なことだ。彼女に聖女の加護をつけた。これで魅了の力は封じられるだろう」

「あ……。だから、あのブレスレット」

「思い出したか？」

　フレデリクはトゥーリアの側にいながら、彼女に惑わされることはなかった理由こそ、あのブレスレットだったのだ。

　ヘイディアは聖女として領地を出る前に、フレデリクにブレスレットを作ったのだ。直接渡すことはできなかったから、部屋の扉の隙間からそっと部屋に滑り入れた。

　何があってもフレデリクを守ってくれますように。

　そう願いを込めたのだ。

「着けていてくれたのね」

「ヘイディがくれたものだって、すぐにわかったよ」

「でも、子どもの頃に作ったものよ。長さだって合わなくなってたでしょう？」

「身につけていなくても、持っているだけで十分だった。おかげで俺は十年間、連戦連勝で病気知らずだ。怪我の治りも異様に早いことで、周りからは化け物だと言われてる」

　歴代最強の力を誇った聖女の加護だ。

　病気や怪我から身を守ることはあっただろうが、まさか戦の勝敗にまで左右するとは思わなかった。

「大げさね」

　苦笑すると、「無事でよかった」とまた抱きしめられた。

「会場にいないと知って、心臓が止まるかと思った。あの女に近づくなと言っただろう」

「ごめん。多分、私も魅了されてたんだと思う」

　神聖力を失っていたことが、徒となったのだ。

　神殿でトゥーリアの話を聞いていたときから、魅了は始まっていたのだろう。

　彼女の泣き声が耳に張りついていたのも、心が急いていたのも、トゥーリアに呼ばれていたせいではないだろうか。

「トゥーリア様はどうなるの？」

「おそらく幽閉だろう。悪意はないが、あの力は危険だ。次の聖女が現れ浄化してくれれば外にも出られるだろうが、それが叶うのもおそらく数百年後だ」

　つまり、トゥーリアは生涯幽閉されるというわけだ。

　だが、彼女の無意識の力は外に出してはいけないものだ。

　誰もそれに気づけなかったことこそ、魅了の力の恐ろしさを物語っている。

　力さえなければ、彼女の人生はもっと穏やかだったろうに。

　救えもしないのに可哀想だなんて思ってはいけない。

　それでも、この先の時間が少しでも彼女に優しいものであることを願わずにはいられなかった。







　屋敷へ戻り、ヘイディアは窮屈なドレスを脱いで、湯浴みで身体をさっぱりさせたあと、寝間着に着替えた。

　今夜はいろんなことがありすぎて身体は疲れているはずなのに、眠気がまったくやってこない。

　ベランダで夕涼みをしていると、フレデリクが遅れて部屋にやって来た。

　彼も湯浴みをすませたのか、ラフな格好をしていた。

「お疲れ様、後処理は終わったの？」

「どうにかね。まったく明日にしろって言ってるのにせっかちな奴らだ」

「仕方ないわよ。魅了の持ち主だったんだもの。王家としても早急に対処すべきと思うのも無理ないわ」

　フレデリクは、ヘイディアを送ったのち、再び王宮へ向かった。トゥーリアが魅了の持ち主だと気づいた経緯の説明のため国王に呼ばれていたからだ。

「帰ってこられたということは、一応は終わったのね」

「伝えるべきことはすべて話してきた」

　少しうんざり気味で告げたフレデリクの手には、グラスが二つある。

「それフレイムデージュ？」

　炎みたいな赤色の中身を言い当てると、フレデリクが「正解」と笑って、一つをヘイディアに差し出した。

「家に戻ったら飲もうって約束しただろ」

「ありがとう」

　受け取ると、「お疲れ」とグラスを傾けられた。

　果物の香りがワインの口当たりをまろやかにしてくれる。何杯でも飲めてしまいそうな飲みやすさに、ヘイディアはふふっと笑みを零した。

「どうした？」

「ううん、美味しいなって。そう言えば収穫祭のときも私と同じくらい飲んでたのに、ラフルもちっとも酔ってなかったわよね」

「顔に出ないだけで、俺は酔う」

「じゃ、あのときも酔ってたの？」

「どうだろうな」

　意味深な笑みを浮かべたフレデリクは、持っていたグラスをベランダの柵に置くと、ヘイディアを腕の中に囲った。

「冷えてる。風邪引くぞ」

「大丈夫。こう見えて寒さには結構強いのよ。伊達に十年間も朝の禊ぎをしてきたわけじゃないんだから」

　くすくすと笑いながら、ヘイディアはフレデリクにもたれかかった。

「あったかい」

「ヘイディを想う気持ちが溢れてるからな」

「もう酔ったの？」

　フレデリクの軽口をからかうと、ぎゅっと抱きしめる腕に力がこもった。

「今日は、いろいろごめん」

「なぁに？　謝ることなんてあった？」

　急に殊勝な態度になった彼の腕を撫でて、気にしていないと宥める。

　彼の言ういろいろとは、トゥーリアの一件だろう。

「ラフルのおかげで、綺麗なドレスも着られたわ。今までは遠目からしか見ることのできなかった社交会の様子も味わうことができたもの。それに、ラフルが私だけを特別扱いしてくれたことも……その、嬉しかった」

　たくさんの綺麗な令嬢がいる中で、フレデリクはヘイディアしかその目に映していなかった。ヘイディアにだけ微笑みかけてくれることがどれだけ嬉しくて、こそばゆかったか。

「あ──もう、どうしてそんな可愛いこと言うんだろうな」

　後頭部にぐりぐりと顔を押しつけられる。

「やだ、どうしたの？」

　髪の中で深呼吸をするフレデリクの息が地肌に当たって熱い。押しやろうとすれば、臀部に形を変えた欲望が当たった。

「今すぐ抱きたい」

　抱きしめていた腕が動き始める。大きな手が身体を弄り出した。

　覆い被さってきた身体に囲い込まれると、身じろぎすらまともにできない。持っているグラスから中身が零れやしないかひやひやした。

　いったい、何が彼の劣情をかき立てたというのか。

「あ……っ」

　フレデリクの手が寝間着の裾を捲る。脚の形をなぞるように這い上がってくると、股の奥へと指を這わした。

「ん……ぁ、ラフル。お酒が零れちゃう」

「あぁ、本当だ。飲ませてあげるよ」

　そう言うと、フレデリクがグラスを奪った。中身を一気に煽ると、そのままヘイディアに口づけてくる。

「ん、ン──ッ」

　口移しで飲まされた生ぬるいフレイムデージュ。飲みきれなくて口端から零れ落ちる赤い液体が、顎を伝い白い寝間着を薄紅色に染めた。

「だ、め……よごれ、る」

「だったら、脱がしてあげる」

　胸元の紐を解かれれば、はらりと乳房が露わになる。

「や……ぁ、ラフル。中にっ」

　ベランダで始まり出した情事にうろたえれば、フレデリクが「わかってる」とヘイディアの耳に口づけた。

「今、あげるよ」

「え……っ、あ！　ちが、う──、あんっ」

　部屋の中に入らせて。

　そう言いたかったのに、フレデリクの指が蜜穴に押し込まれて、言葉が途切れてしまった。

「あぁ、すごい。中、もう蕩けてる。聞こえるだろ？」

　フレデリクが指を出し入れするたびに、くち……くち、と淫らな音が立つ。

「ひ……」

「ヘイディが感じてる音。すごく……いい。もっと快感に震えて？」

　はぁ……と吐く湿っぽい息に、わずかだがアルコールの香りも混じっている。

「あなた……酔って、る……でしょ」

「そうかも。ずっと君に酔いしれてたい。ヘイディ可愛い」

　熱っぽく囁かれる声が腰骨に響いてぞくぞくする。無意識にきゅうっと食んでいる彼の指を締めつければ、フレデリクが嬉しそうに吐息を零した。

　長い指がヘイディアの気持ちいい場所を狙って触れてくる。

「あ……はぁ、あ、ん……っ」

　丁寧に、ゆっくりと中を弄る仕草がもどかしくて、気持ちいい。

　誰が来るとも知れない場所でこんな破廉恥なことをしていいはずないのに、もっと激しくしてほしいと思うくらい焦れったい行為に、腰が揺れてしまう。

「ラフル……それ」

「ん……？　気持ちいい？」

　顔をフレデリクにすり寄せながら、違う快楽が欲しいとねだるも、口づけられてあやされた。

　ぐちゅ、ぐちゅ……と溢れる蜜音に呼応するように、息が上がる。

　寝間着から露わになった乳房を、反対の手で弄られる。熱い手の感触に思わず喘ぎ声が零れた。

　彼の手に手を重ね、どうしてほしいかを伝える。

　強く揉んで。

　痛いくらいの刺激が欲しい。

「ラフル、ラフル……」

　彼の顔の側で何度もフレデリクの名を呼び、彼に身体を押しつけた。臀部で彼の欲望を刺激しながら、求めているものを示す。

　もう指だけでは物足りない。

　秘部の最奥を彼のたくましいもので突いてほしかった。

「いいのか？」

　それが何の了承なのか、ヘイディアにはもうわからなかった。

　ここがまだベランダであることも、誰に声を聞かれるかもしれないことも、今のヘイディアの頭にない。

　夜会での疲労感とほどよい酔いが、開放感と快感をもたらし、理性を薄れさせてしまっていた。

「し……て」

　手を伸ばし、フレデリクの頬をそっと撫でた直後、蜜穴にあてがわれたものが一息で最奥まで入ってきた。

「あぁ──ッ!!」

　思わず顎をのけぞらせてしまうほど、気持ちよかった。

　鮮烈な快楽にまたばきすらできない。

　フレデリクが両手でヘイディアの細い腰を掴むと、躊躇なく中を穿ってくる。最奥にあたる先端の感覚に目の奥で銀色の閃光が何度も瞬いていた。

　亀頭のくびれが蠕動する密壁を宥めるようにこすってくる。それが嬉しくて、切なくて、ヘイディアはひくひくと粘膜を伸縮させながら、彼の欲望を締めつけた。

「あ……ぁ、すき。これ……すき」

「好きなのはこれだけ？　俺は？」

「すき……大好き」

「俺も愛してる」

　肌がぶつかる音が間断なく響く。律動の振動が脳天まで伝わってくる。

　自分にこんな未来が待っているなんて、夢にも思わなかった。

　ここにいるのは、聖女ではなく、フレデリクを愛するただの女。

　けれど、彼は聖女でも何でもないヘイディアがいいと言ってくれる。ヘイディアを一人の人間として見てくれる人がいることに、神聖力がなくてもヘイディアを肯定してくれる人の存在がこんなにも嬉しい。

（ずっと側に、いたい）

　フレデリクに見合う身分になりたくて聖女になったことは後悔していない。

　でも、力がなくても人を幸せにすることはできる。

　フレデリクを愛している。

「ほら、子を孕む場所が降りてきた。もっと……もっと俺を欲しがって」

「ラフル……、ラフル。欲しい……全部、ちょうだい」

「あぁ、あげる。俺はヘイディのものだ」

　ヘイディアを抱きしめながら、腰を強く穿たれる。手すりに手を突いていないと溺れてしまいそうな激しさに、ヘイディアは声を殺すこともできなかった。

　まるで獣の交尾みたいな行為が生々しくて、そんなことにすら興奮した。

　もうフレデリクのことしか考えられなくなったときだ。

「愛してる」

　身体中で渦巻いていた快感が限界を超える同時に、フレデリクもヘイディアの中に精を爆ぜさせた。

　幸せだった。





　❖❖❖






　ヘイディアたちの結婚式は、澄み渡った青い空が綺麗な晴天の日だった。

「おめでとう！」

　教会には前ヴァルカ辺境伯夫妻をはじめ屋敷の者たちや、領地のみんなもヘイディアの花嫁姿をひと目見ようと集まってくれた。

　この日のためにフレデリクが細部に至るまで拘りをみせたウエディングドレスは、精緻な刺繍が至る所に施されている。胸元を飾る宝石は、ヴァルカ辺境伯家に伝わるもので、花嫁になるときにだけ着けるものなのだとか。

　新館長の前で女神マザームに夫婦の誓いを立てたばかりのヘイディアたちは、教会の外で待つみんなに盛大な祝福を受けていた。

「ヘイディ、あの空を見て」

　フレデリクに促され見上げると、晴天の空に虹が二重になって架かっていた。

「わ……ぁ、綺麗」

「女神マザームからの祝福かもな」

　そうかもしれない。

　ヘイディアは式典の最中、女神マザームを祀る彫刻から確かに彼女の声を聞いたのだ。




　──おめでとう、愛しい子。私はあなたたちを祝福します。と。







あとがき








　はじめまして。宇う奈な月づき香こうと申します。

　このたびは『力をなくした聖女ですが、美貌の辺境伯に独占欲で毎夜じっくり啼かされています』を読んでくださりありがとうございました。

　聖女になる、というお話はたくさんありますが、「じゃ、聖女の役目を終えたあとは？」という思いから、この作品は生まれました。そこに『逃げるヒロインをどうやってヒーローが追い詰めていくのか』という恋愛要素を加えて書き始めてみたら、意外とヒロインであるヘイディアが元気な女の子になっていまして。フレデリクも、噂とは違い、大切に貞操を守っていたヘイディア一途な純な青年でした。

　イラストを担当してくださったあらいてるこ先生、このたびは素敵な二人を描いてくださり、本当にありがとうございました。

　担当様、ならびに作品にたずさわってくださった皆様、ありがとうございます。

　最後になりましたが、この作品をお手にとってくださった皆様に心から感謝いたします。ありがとうございました。






宇奈月香










【著者紹介】

一日一万歩を目指していますが、現実は八千歩も厳しい。

毎日愛犬と散歩をして健康維持に努めています。







濃蜜ラブルージュＦ＋

力ちからをなくした聖せい女じょですが、美び貌ぼうの辺へん境きょう伯はくに独どく占せん欲よくで毎まい夜よじっくり啼なかされています
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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